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まつのやま（浦

ガスライター

ダッシュボードの上は

直射日光があたるので危険

　
手
軽
で
便
利
な
携
帯
用
簡
易
ガ

ス
ラ
イ
タ
ー
は
、
可
燃
性
高
圧
ガ
ス

を
使
用
し
て
い
ま
す
。
直
射
日
光

や
高
温
の
場
所
お
よ
び
火
気
の
そ

ば
に
置
い
た
り
、
焼
却
を
し
な
い

で
く
だ
さ
い
．

　
携
帯
用
簡
易
ガ
ス
ラ
イ
タ
！
の
S

G
マ
ー
ク
認
定
基
準
に
よ
る
と
、

耐
熱
性
に
つ
い
て
は
温
度
五
十
五

度
で
四
時
間
お
い
た
と
き
、
燃
料

を
入
れ
た
部
分
に
変
化
が
な
い
こ

と
が
条
件
で
す
。

　
耐
圧
性
に
つ
い
て
は
、
温
度
五

十
七
度
で
使
用
燃
料
の
蒸
気
圧
の

二
倍
の
圧
力
を
燃
料
そ
う
内
部
に
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　　　　　電話利用のご案内

　　　　　　　　N　T　T　松之山電報電話局

●4月から電電公社は、N　T　T（日本電儒電

　話株式会社）となりました。

●毎月の基本料金に、下図のとおり内訳を設

　けました。

●電話機などを買い取ることができます。

　この場合、基本料金が、180円又は250円安

　く、なります。　（共同電話はできまぜん）
毎月の基本料金（松之山町の単独住宅用の傾

F＝芸＝r　電柱　　∠皿柱　　　　　　　　　　　！／1’ ！
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　　　　互
　保安器　　　　ローゼット　　・
　　　　　屋内配線　　　電話機等
喪K妹

書
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回線使用料’＋　配線使用料　　＋　機器使用料
（950円）　　（70円）1　　（180円）

　　　　　　　従来の基本料金（1，200）

加
え
た
と
き
、
燃
料
を
い
れ
た
部

分
に
き
裂
が
な
い
こ
と
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
自
動
車
の
ダ
ッ
シ
ュ
ボ
ー
ド
の

上
に
置
い
た
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
が
、
突

然
バ
シ
ッ
と
い
う
音
が
し
て
破
裂

し
、
顔
と
腕
に
切
傷
を
負
う
事
故

が
お
き
て
い
ま
す
。

　
詞
題
の
ラ
イ
タ
ー
は
S
G
マ
ー
ク

製
品
で
す
か
ら
、
認
定
基
準
は
満

た
し
て
い
ま
し
た
。
破
裂
の
原
因

は
密
閉
さ
れ
た
車
内
の
温
度
が
上

昇
し
て
い
る
上
に
、
黒
っ
ぽ
い
ダ

ッ
シ
ユ
ボ
ー
ド
に
直
射
日
光
が
あ
た

　
っ
て
、
さ
ら
に
異
状
な
高
温
に
な

り
ラ
イ
タ
ー
に
カ
か
っ
た
圧
力
が

高
く
な
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
ま

す
．
　
ど
ん
な
に
使
い
な
れ
た
生
活
用

品
で
も
時
折
、
取
扱
説
明
書
を
読

ん
で
、
使
用
方
法
に
誤
り
や
危
険

力
な
い
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と

が
た
い
せ
つ
で
す
が
、
携
帯
用
簡

易
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
も
そ
の
例
外
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
（
製
品
安
全
協
会
）

．
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固
定
資
産
税
二
、
四
〇
〇
円
以
下

　
第
一
期
に
全
額
納
付
と
な
る

　
税
条
例
の
改
正
に
よ
り
、
固
定

資
産
税
の
年
税
額
が
二
干
四
百
円

以
下
の
場
合
は
、
第
一
期
に
全
額

納
付
と
な
り
ま
し
た
。

罷
男

倉豊
　田

　北
　浦
　田

　西
　之
　前

　黒

▼
五
月
＋
七
日
働

　
午
前
九
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

　
松
之
山
の
一
部
・
新
山
・
水
梨
・

　
小
谷
・
大
荒
戸
・
藤
原
・
曽
根
・

新
田
・
上
の
山
・
湯
之
島
・
中

立
山
．
田
麦
立
・
月
池
・
坂
中
・

▼
五
月
二
十
九
日
㈱

　
午
後
．
一
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

　
光
間
・
上
川
手
二
二
桶
・
下
川

　
手
．
橋
詰
・
五
十
子
平
・
坪
野

　
赤
倉
．
東
山
・
上
蝦
池
・
下
蝦

池
・
東
川
・
藤
倉
・
中
尾

こ
よ
み

■
4
月
の
で
き
こ
と

－
日84日日

9
日

H
日

1512
日　日

16
日

26　25　24　22　20
日　日　日　日　日

雪
害
対
策
本
部
解
散

新
任
教
職
員
辞
令
交
付
式

面
識
会

小
・
中
学
校
入
学
式

社
会
福
祉
協
議
会

道
路
愛
護
会
役
員
会

教
育
委
貝
会

土
地
改
良
協
議
会
役
員
会

消
防
幹
部
会
議

展
示
圃
打
合
せ
会

献
血
（
役
場
）

山
村
農
業
活
性
化
事
業
説

明
会
身
障
者
役
員
会

部
落
総
代
会

道
路
愛
護
会
総
会

共
済
嘱
託
員
会

傷
痩
軍
人
会

観
光
協
会
役
員
会

遺
族
会
役
員
会
・
総
会

農
業
委
員
会

■
5
月
の
予
定

9
日
　
観
光
協
会
総
会

　
ヨ
ー
［
｝
松
之
山
温
泉
ま
つ
り

19
日
25
日
　
野
鳥
集
会

26

日
探
鳥
会

28
日
　
森
林
組
合
総
代
会
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まつのやま（2）

休養施設（大厳寺高原）は7，200万円

町道改良（田麦立）は3，950万円で請負契約

60年度

一
般
会
計
補
正
予
算
八
五
〇
万
円
追
加

　
町
議
会
臨
時
会
が
五
月
二
十
五

日
開
か
れ
、

項
が
承
認
さ
れ
三
議
案
が
原
案
通

り
可
決
し
た
．

髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪

　
　
審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

四
件
の
専
決
処
分
事

▽
昭
和
五
十
九
年
度
｝
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
八
回
）

〇
三
、
二
一
九
万
八
千
円
減
額
し

　
て
予
算
総
額
を
二
四
億
六
、
六

　
三
一
万
九
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
五

薗
）

o
事
業
勘
定
、
｛
、
五
五
七
万
円

　
減
額
し
て
総
額
三
億
○
、
九
四

　
三
万
六
千
円
と
す
る
。

o
診
療
所
勘
定
、
三
〇
〇
万
四
千

　
円
減
額
し
て
総
額
二
億
『
、
四

　
六
二
万
五
千
円
と
す
る
。

▽
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
町
民
税
の
均
等
割
を
年
額
｝
、

　
○
○
○
円
を
一
、
五
〇
〇
円
に

　
引
き
上
げ
．

○
固
定
資
産
税
額
が
二
、
四
〇
〇

　
円
以
下
は
第
一
期
に
全
額
徴
収

　
す
る
。

o
た
ば
こ
の
民
営
化
に
と
も
な
い

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
で
は
大

厳
寺
高
原
に
新
築
さ
れ
る
宿
泊
施

設
は
高
橋
組
が
七
千
二
百
万
円
、

町
道
崩
田
・
田
麦
立
線
の
改
良
工

　
た
ば
こ
消
費
税
条
文
を
改
正
。

o
軽
の
電
気
自
動
車
税
を
、
ひ
き

続
き
減
免
す
る
．

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
．

○
低
所
得
者
の
四
割
軽
減
の
一
人

　
当
り
の
基
準
額
を
一
九
万
円
か

　
ら
｝
九
万
五
千
円
に
引
き
上
げ
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

o
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
．
休

　
養
施
設
新
築
工
事
（
大
厳
寺
高

　
原
）
木
造
二
階
建
一
部
鉄
骨
、

　
延
而
積
四
九
九
平
方
肩
。

　
高
橋
組
　
　
七
、
二
〇
〇
万
円

○
町
道
、
崩
田
・
田
麦
立
線
（
田

　
麦
立
）
改
良
工
事
、
七
二
六
好

　
飯
塚
建
設
　
三
、
九
五
〇
万
円

▽
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
一
回
）

○
八
五
〇
万
円
追
加
し
て
総
額
二

　
三
億
○
、
〇
七
六
万
円
と
す
る
．

事
は
飯
塚
建
設
が
三
千
九
百
五
十

万
円
と
な
っ
た
．

　
六
十
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
で
町
道
大
荒
戸
松
代
線
の
道
路

改
良
（
二
七
〇
肩
）
に
五
百
万
円
、

火
葬
場
の
炉
体
修
繕
に
百
六
十
万

円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
舗
装
修
繕
工
．

事
に
百
三
十
万
円
、
希
望
館
の
修

繕
に
四
十
万
円
追
加
さ
れ
た
。

　
五
十
九
年
度
｝
般
会
計
補
正
の

歳
入
で
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
、
駐
屯

場
の
使
用
料
が
七
百
兀
十
四
万
円
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
三

千
万
円
が
減
額
さ
れ
た
。
歳
出
で

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助

金
（
豪
雪
見
舞
金
分
）
三
十
一
万

八
壬
円
、
松
之
山
診
療
所
特
別
会

計
繰
出
し
金
五
十
万
円
な
ど
が
追

加
さ
れ
た
．

イネミ寒ゾウムシが発生！ク

小谷の長者原で確認される

　
　
外
国
か
ら
の
侵
入
害
虫
と
し
て

　
　
近
年
、
間
題
に
な
っ
て
い
る
イ
ネ

　
　
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が
五
月
三
十
一
日
、

　
　
小
谷
の
長
者
原
の
水
田
で
、
町
産

　
業
課
の
病
害
虫
防
除
貝
の
調
査
に

　
　
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
松
之
山
町

　
　
に
お
け
る
確
認
は
、
こ
れ
が
初
め

　
　
て
。

　
　
発
生
豊
は
、
五
十
株
中
十
六
株

　
　
（
被
害
株
率
三
二
％
）
、
成
虫
数
二

　
頭
と
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
蔓

　
延
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
水
田
の

虫
見
回
り
に
は
努
め
て
ほ
し
い
、
と

成
呼
び
か
け
て
い
る
。
成
虫
に
よ
る

のシ
食
こ
ん
は
葉
脈
に
並
行
に
つ
け
ら

ム
れ
、
幅
一
・
り
程
度
直
線
状
に
白
く

ウゾ
変
色
す
る
．

ズ
　
疑
い
の
あ
る
も
の
を
見
つ
け
た

く
ミネ
時
は
役
場
産
業
課
、
農
協
に
連
絡

イ
く
だ
さ
い
．

（3）まつのやま

豪雪対策

苗
代
・

耕
作
道
の
除
雪
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
万
円
超
す

　
今
年
の
稲
の
作
付
け
は
、
順
調

に
進
ん
だ
。
役
場
前
の
消
雪
日
は

五
月
二
日
と
、
平
年
に
比
べ
二
日

遅
れ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
五
月
初
』

め
に
は
田
植
え
が
始
ま
り
、
田
麦

立
で
も
十
日
に
植
え
た
人
が
あ
っ

た
。
町
全
体
で
六
月
十
日
こ
ろ
に

は
植
え
付
け
が
終
わ
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　
春
耕
・
田
植
え
作
業
促
進
の
陰

　
樽
　
調
　
課
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

．
況
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

状
　
　
　
　
　
　
　
ま

施
　
　
　
　
　
　
　
　
含

実
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資

業
　
　
　
　
　
　
雪

事
　
　
　
　
　
　
　
、
消

進
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

促
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
　
　
　
　
　
　
鉄

　

　
し
し
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

季
　
　
　
　
　
　
　
　
は

春
　
　
　
　
　
　
　
に

60年度

事　　　業　　　項　　　目 実施集落等 事業量 総事業費

水稲苗代機械除雪
水稲共同硬化施設用地〃

水稲共同硬化施設〃
耕　　　　作　　　　道

松之山など32

松之山町農協

　　〃

光間など22

1，488㌃

　30

　30
　58蝦

5，810網

　150

　869
1，338

合　　　　　計 8，167

（注）この表には、鉄テ

　補助事業の内容
に
は
、
農
家
個
々
の
消
雪
促
進
に

向
け
た
、
ひ
た
む
き
な
努
力
が
あ

っ
た
点
は
、
見
逃
せ
な
い
。

　
今
春
の
「
消
雪
促
進
事
業
」
の

実
施
状
況
が
、
こ
の
ほ
ど
町
役
場

産
業
課
の
調
べ
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
今
回
の
消
雪
促
進
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
耕
作
道
の
機
械

除
雪
に
つ
い
て
全
路
線
、
延
長
の

計
測
を
行
っ
た
。
出
来
高
検
査
に

瓢、

｝
協
力
い
た
だ
い
た
農
家
組
合
長

な
ど
関
係
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

区　　分 補助金の額（基準事業費）

苗代の
機械除雪

苗代面積10アール当たり

　　　　55，000円

耕作道の

機械除雪

耕作道1キロメートノレ当たり

　　　　30，000円

　
町
で
は
、
県
が
五
九
豪
雪
に
引

き
続
き
「
昭
和
六
十
年
異
常
豪
雪

災
害
対
策
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
こ
の

補
助
事
業
に
の
っ
て
対
策
事
業
を

行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
水
稲
苗
代
や
耕
作
道
の
機
械
除

雪
経
費
に
対
し
県
と
町
が
補
助
す

る
こ
と
に
な
り
、
農
家
負
担
は
著

し
く
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

関
係
予
算
は
、
六
月
議
会
に
提
案

さ
れ
る
予
定
。

　
な
お
、
補
助
事
業
の
中
身
は
次

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（注1）　一苗代の機械除雪の場合、本田1反歩

　　　について苗代18坪という基準がありま

　　　す。

（注2）　補助金の額（基準事業費）は、この

　　　金額以下で経費があがれば、低い方の

　　　金額になります。

通勤常用就職相談コーナー開設
　町の職業係では、Uターンなどで地
元に就職口を求めている人のために、、

通勤常用就職相談コーナ．一を設けた。

　上越・十日町地区の求人一覧表が用

意してありますのでご相談くだ愚い。

葉いもち防除
　　　　時期逃すな〃

オ、》瓢瓢

　
葉
い
も
ち
防
除
に
効
果
の
大
き

い
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
は
、
　
「
予

防
剤
」
で
あ
り
、
散
布
時
期
を
逸

す
る
と
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
ま

せ
ん
。

　
い
も
ち
菌
が
稲
体
に
侵
入
す
る

以
前
に
散
布
す
る
こ
と
が
、
肝
心

で
す
。
六
月
十
五
日
を
目
安
に
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
耕
作
面
積
の
半
分
を
対

象
と
し
て
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
｝

袋
の
四
割
を
助
成
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
葉
い
も
ち
の
防
除

に
は
共
同
し
て
万
全
を
期
し
、
豊

作
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

今
冬
の
住
宅
除
雪
ア
ン
ケ
ー
ト

平
均
八

二
回
雪
お
ろ
し

　
今
冬
の
住
宅
除
雪
に
つ
い
て
皆

さ
ん
に
お
．
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

が
こ
の
ほ
ど
集
計
さ
れ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は
六
五
二

欝
（
八
一
六
世
帯
）
。
屋
根
雪
除
雪

の
回
数
は
平
均
八
・
二
回
、
一
回

の
屋
根
雪
の
量
は
、
二
一
〇
弛
ン
。
自

家
労
力
は
男
子
三
七
・
二
時
間
、

女
子
四
四
・
一
時
間
計
八
一
・
三

時
間
（
一
日
七
時
間
と
す
る
と
一

｝
・
六
人
）
こ
の
他
に
一
六
三
世

帯
で
人
夫
を
雇
い
平
均
三
万
円
。

二
五
五
世
帯
で
機
械
除
雪
を
や
り

平
均
二
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

　
観
測
史
上
最
高
の
五
九
豪
雪
で

は
、
屋
根
の
除
雪
回
数
が
一
三
・

五
回
、
一
三
九
世
帯
で
人
夫
雇
用

を
し
平
均
七
万
八
千
円
、
四
四
三

世
帯
で
機
械
除
雪
を
や
り
、
平
均

三
万
四
千
円
支
払
っ
て
い
る
。



ー
o
う
ト
ー

まつのやま（2）

休養施設（大厳寺高原）は7，200万円

町道改良（田麦立）は3，950万円で請負契約

60年度

一
般
会
計
補
正
予
算
八
五
〇
万
円
追
加

　
町
議
会
臨
時
会
が
五
月
二
十
五

日
開
か
れ
、

項
が
承
認
さ
れ
三
議
案
が
原
案
通

り
可
決
し
た
．

髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪
髪

　
　
審
議
可
決
し
た
主
な
事
項

四
件
の
専
決
処
分
事

▽
昭
和
五
十
九
年
度
｝
般
会
計
補

　
正
予
算
（
第
八
回
）

〇
三
、
二
一
九
万
八
千
円
減
額
し

　
て
予
算
総
額
を
二
四
億
六
、
六

　
三
一
万
九
千
円
と
す
る
。

▽
昭
和
五
十
九
年
度
国
民
健
康
保

　
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
五

薗
）

o
事
業
勘
定
、
｛
、
五
五
七
万
円

　
減
額
し
て
総
額
三
億
○
、
九
四

　
三
万
六
千
円
と
す
る
。

o
診
療
所
勘
定
、
三
〇
〇
万
四
千

　
円
減
額
し
て
総
額
二
億
『
、
四

　
六
二
万
五
千
円
と
す
る
。

▽
税
条
例
の
一
部
改
正
。

○
町
民
税
の
均
等
割
を
年
額
｝
、

　
○
○
○
円
を
一
、
五
〇
〇
円
に

　
引
き
上
げ
．

○
固
定
資
産
税
額
が
二
、
四
〇
〇

　
円
以
下
は
第
一
期
に
全
額
徴
収

　
す
る
。

o
た
ば
こ
の
民
営
化
に
と
も
な
い

　
工
事
請
負
契
約
の
締
結
で
は
大

厳
寺
高
原
に
新
築
さ
れ
る
宿
泊
施

設
は
高
橋
組
が
七
千
二
百
万
円
、

町
道
崩
田
・
田
麦
立
線
の
改
良
工

　
た
ば
こ
消
費
税
条
文
を
改
正
。

o
軽
の
電
気
自
動
車
税
を
、
ひ
き

続
き
減
免
す
る
．

▽
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
．

○
低
所
得
者
の
四
割
軽
減
の
一
人

　
当
り
の
基
準
額
を
一
九
万
円
か

　
ら
｝
九
万
五
千
円
に
引
き
上
げ
。

▽
工
事
請
負
契
約
の
締
結

o
森
林
総
合
利
用
促
進
事
業
．
休

　
養
施
設
新
築
工
事
（
大
厳
寺
高

　
原
）
木
造
二
階
建
一
部
鉄
骨
、

　
延
而
積
四
九
九
平
方
肩
。

　
高
橋
組
　
　
七
、
二
〇
〇
万
円

○
町
道
、
崩
田
・
田
麦
立
線
（
田

　
麦
立
）
改
良
工
事
、
七
二
六
好

　
飯
塚
建
設
　
三
、
九
五
〇
万
円

▽
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
一
回
）

○
八
五
〇
万
円
追
加
し
て
総
額
二

　
三
億
○
、
〇
七
六
万
円
と
す
る
．

事
は
飯
塚
建
設
が
三
千
九
百
五
十

万
円
と
な
っ
た
．

　
六
十
年
度
の
一
般
会
計
補
正
予

算
で
町
道
大
荒
戸
松
代
線
の
道
路

改
良
（
二
七
〇
肩
）
に
五
百
万
円
、

火
葬
場
の
炉
体
修
繕
に
百
六
十
万

円
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
舗
装
修
繕
工
．

事
に
百
三
十
万
円
、
希
望
館
の
修

繕
に
四
十
万
円
追
加
さ
れ
た
。

　
五
十
九
年
度
｝
般
会
計
補
正
の

歳
入
で
、
ス
キ
ー
リ
フ
ト
、
駐
屯

場
の
使
用
料
が
七
百
兀
十
四
万
円
、

財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
金
三

千
万
円
が
減
額
さ
れ
た
。
歳
出
で

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
補
助

金
（
豪
雪
見
舞
金
分
）
三
十
一
万

八
壬
円
、
松
之
山
診
療
所
特
別
会

計
繰
出
し
金
五
十
万
円
な
ど
が
追

加
さ
れ
た
．

イネミ寒ゾウムシが発生！ク

小谷の長者原で確認される

　
　
外
国
か
ら
の
侵
入
害
虫
と
し
て

　
　
近
年
、
間
題
に
な
っ
て
い
る
イ
ネ

　
　
ミ
ズ
ゾ
ウ
ム
シ
が
五
月
三
十
一
日
、

　
　
小
谷
の
長
者
原
の
水
田
で
、
町
産

　
業
課
の
病
害
虫
防
除
貝
の
調
査
に

　
　
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
松
之
山
町

　
　
に
お
け
る
確
認
は
、
こ
れ
が
初
め

　
　
て
。

　
　
発
生
豊
は
、
五
十
株
中
十
六
株

　
　
（
被
害
株
率
三
二
％
）
、
成
虫
数
二

　
頭
と
少
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
蔓

　
延
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
水
田
の

虫
見
回
り
に
は
努
め
て
ほ
し
い
、
と

成
呼
び
か
け
て
い
る
。
成
虫
に
よ
る

のシ
食
こ
ん
は
葉
脈
に
並
行
に
つ
け
ら

ム
れ
、
幅
一
・
り
程
度
直
線
状
に
白
く

ウゾ
変
色
す
る
．

ズ
　
疑
い
の
あ
る
も
の
を
見
つ
け
た

く
ミネ
時
は
役
場
産
業
課
、
農
協
に
連
絡

イ
く
だ
さ
い
．

（3）まつのやま

豪雪対策

苗
代
・

耕
作
道
の
除
雪
経
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
百
万
円
超
す

　
今
年
の
稲
の
作
付
け
は
、
順
調

に
進
ん
だ
。
役
場
前
の
消
雪
日
は

五
月
二
日
と
、
平
年
に
比
べ
二
日

遅
れ
だ
っ
た
。
し
か
し
、
五
月
初
』

め
に
は
田
植
え
が
始
ま
り
、
田
麦

立
で
も
十
日
に
植
え
た
人
が
あ
っ

た
。
町
全
体
で
六
月
十
日
こ
ろ
に

は
植
え
付
け
が
終
わ
る
も
の
と
予

想
さ
れ
て
い
る
。

　
春
耕
・
田
植
え
作
業
促
進
の
陰

　
樽
　
調
　
課
　
業
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。

　
産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い

　
町
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

．
況
　
　
　
　
　
　
　
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

状
　
　
　
　
　
　
　
ま

施
　
　
　
　
　
　
　
　
含

実
　
　
　
　
　
　
　
　
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

の
　
　
　
　
　
　
　
　
季

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
資

業
　
　
　
　
　
　
雪

事
　
　
　
　
　
　
　
、
消

進
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

促
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雪
　
　
　
　
　
　
鉄

　

　
し
し
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ

季
　
　
　
　
　
　
　
　
は

春
　
　
　
　
　
　
　
に

60年度

事　　　業　　　項　　　目 実施集落等 事業量 総事業費

水稲苗代機械除雪
水稲共同硬化施設用地〃

水稲共同硬化施設〃
耕　　　　作　　　　道

松之山など32

松之山町農協

　　〃

光間など22

1，488㌃

　30

　30
　58蝦

5，810網

　150

　869
1，338

合　　　　　計 8，167

（注）この表には、鉄テ

　補助事業の内容
に
は
、
農
家
個
々
の
消
雪
促
進
に

向
け
た
、
ひ
た
む
き
な
努
力
が
あ

っ
た
点
は
、
見
逃
せ
な
い
。

　
今
春
の
「
消
雪
促
進
事
業
」
の

実
施
状
況
が
、
こ
の
ほ
ど
町
役
場

産
業
課
の
調
べ
で
明
ら
か
に
な
っ

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

　
今
回
の
消
雪
促
進
事
業
の
実
施

に
当
た
っ
て
は
、
耕
作
道
の
機
械

除
雪
に
つ
い
て
全
路
線
、
延
長
の

計
測
を
行
っ
た
。
出
来
高
検
査
に

瓢、

｝
協
力
い
た
だ
い
た
農
家
組
合
長

な
ど
関
係
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

区　　分 補助金の額（基準事業費）

苗代の
機械除雪

苗代面積10アール当たり

　　　　55，000円

耕作道の

機械除雪

耕作道1キロメートノレ当たり

　　　　30，000円

　
町
で
は
、
県
が
五
九
豪
雪
に
引

き
続
き
「
昭
和
六
十
年
異
常
豪
雪

災
害
対
策
事
業
」
を
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
こ
の

補
助
事
業
に
の
っ
て
対
策
事
業
を

行
う
こ
と
に
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
水
稲
苗
代
や
耕
作
道
の
機
械
除

雪
経
費
に
対
し
県
と
町
が
補
助
す

る
こ
と
に
な
り
、
農
家
負
担
は
著

し
く
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

関
係
予
算
は
、
六
月
議
会
に
提
案

さ
れ
る
予
定
。

　
な
お
、
補
助
事
業
の
中
身
は
次

表
の
と
お
り
で
あ
る
。

（注1）　一苗代の機械除雪の場合、本田1反歩

　　　について苗代18坪という基準がありま

　　　す。

（注2）　補助金の額（基準事業費）は、この

　　　金額以下で経費があがれば、低い方の

　　　金額になります。

通勤常用就職相談コーナー開設
　町の職業係では、Uターンなどで地
元に就職口を求めている人のために、、

通勤常用就職相談コーナ．一を設けた。

　上越・十日町地区の求人一覧表が用

意してありますのでご相談くだ愚い。

葉いもち防除
　　　　時期逃すな〃

オ、》瓢瓢

　
葉
い
も
ち
防
除
に
効
果
の
大
き

い
オ
リ
ゼ
メ
ー
ト
粒
剤
は
、
　
「
予

防
剤
」
で
あ
り
、
散
布
時
期
を
逸

す
る
と
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
ま

せ
ん
。

　
い
も
ち
菌
が
稲
体
に
侵
入
す
る

以
前
に
散
布
す
る
こ
と
が
、
肝
心

で
す
。
六
月
十
五
日
を
目
安
に
散

布
し
ま
し
ょ
う
。

　
町
で
は
耕
作
面
積
の
半
分
を
対

象
と
し
て
、
十
ア
ー
ル
当
た
り
｝

袋
の
四
割
を
助
成
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
葉
い
も
ち
の
防
除

に
は
共
同
し
て
万
全
を
期
し
、
豊

作
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

今
冬
の
住
宅
除
雪
ア
ン
ケ
ー
ト

平
均
八

二
回
雪
お
ろ
し

　
今
冬
の
住
宅
除
雪
に
つ
い
て
皆

さ
ん
に
お
．
願
い
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

が
こ
の
ほ
ど
集
計
さ
れ
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率
は
六
五
二

欝
（
八
一
六
世
帯
）
。
屋
根
雪
除
雪

の
回
数
は
平
均
八
・
二
回
、
一
回

の
屋
根
雪
の
量
は
、
二
一
〇
弛
ン
。
自

家
労
力
は
男
子
三
七
・
二
時
間
、

女
子
四
四
・
一
時
間
計
八
一
・
三

時
間
（
一
日
七
時
間
と
す
る
と
一

｝
・
六
人
）
こ
の
他
に
一
六
三
世

帯
で
人
夫
を
雇
い
平
均
三
万
円
。

二
五
五
世
帯
で
機
械
除
雪
を
や
り

平
均
二
万
円
支
払
っ
て
い
る
。

　
観
測
史
上
最
高
の
五
九
豪
雪
で

は
、
屋
根
の
除
雪
回
数
が
一
三
・

五
回
、
一
三
九
世
帯
で
人
夫
雇
用

を
し
平
均
七
万
八
千
円
、
四
四
三

世
帯
で
機
械
除
雪
を
や
り
、
平
均

三
万
四
千
円
支
払
っ
て
い
る
。



ー
ミ
ー

まつのやま（4）

　
　
　
　
　
　
　
館

　
　
　
　
　
　
　
料

　
　
　
　
　
　
　
資

吾
脈

日－
安
3月
口
8～
坂

日8月6

　
作
家
の
「
坂
口
安
吾
展
」
が
六

月
八
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

民
俗
資
料
館
で
開
か
れ
る
。

　
坂
口
安
吾
は
戦
後
の
混
乱
期
に

活
躍
さ
れ
た
作
家
で
、
今
な
お
女

子
大
生
な
ど
若
い
世
代
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

　
こ
の
安
吾
展
に
は
愛
用
の
メ
ガ

ネ
、
懐
中
時
計
、
自
筆
の
原
稿
．

色
紙
、
昭
和
十
年
発
行
の
「
黒
谷

村
」
昭
和
二
十
二
年
発
行
の
「
ジ

ロ
リ
の
女
」
　
「
白
痴
」
な
ど
の
初

版
本
、
。
ハ
ネ
ル
な
ど
貴
重
な
遺
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
安
吾
は
叔
母
と
姉
が
松
之
山
に

い
た
こ
と
か
ら
、
少
年
時
代
か
ら

よ
く
松
之
山
を
訪
れ
た
．
安
吾
に

と
っ
て
松
之
山
は
心
の
ふ
る
さ
と

と
な
り
、
松
之
山
の
イ
メ
ー
ジ
を

と
り
入
れ
た
作
品
を
多
く
出
し
て

い
る
。

　
明
治
三
十
九
年
卜
月
二
十
日
新

潟
市
に
生
ま
れ
、
小
・
中
学
時
代

を
新
潟
市
で
過
こ
す
。
そ
の
後
東

京
の
大
学
を
出
て
昭
和
六
年
、
二

十
五
歳
の
時
、
処
女
作
「
木
枯
の

酒
倉
か
ら
」
を
発
表
し
文
学
者
と

し
て
の
第
］
歩
を
ふ
み
出
し
た
。

　
同
じ
年
、
小
説
「
風
博
士
」
を

牧
野
信
↓
が
激
賞
、
ま
た
「
黒
谷

村
」
が
島
崎
藤
村
、
宇
野
浩
二
ら

に
認
め
ら
れ
新
進
作
家
と
し
て
文

壇
に
デ
ビ
ュ
ー
、
以
来
数
多
く
の

小
説
を
発
表
し
て
い
る
。

　
昭
和
三
卜
年
二
月
十
ヒ
日
桐
生

の
自
宅
で
太
く
短
い
四
卜
几
年
の

生
涯
を
閉
じ
る
．

　
安
吾
の
ふ
る
さ
と
は
新
潟
市
で

あ
る
が
、
作
品
の
舞
台
は
松
之
山

が
多
く
「
作
家
坂
口
安
吾
」
の
小

説
は
松
之
山
の
風
土
の
中
か
ら
生

ま
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
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▼昭和20年（安吾40歳）、このころは

流行作家として忙しい毎日だった。

（写真：昭和22年と23年の単行本）

▼昭和6年「黒谷村」を発表，この作品が
島崎藤村らに認められ文壇にデビュー。

（写真：昭和10年発行の初版本）
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。

　
坂
口
安
吾
は
戦
後
の
混
乱
期
に

活
躍
さ
れ
た
作
家
で
、
今
な
お
女

子
大
生
な
ど
若
い
世
代
に
親
し
ま

れ
て
い
る
。

　
こ
の
安
吾
展
に
は
愛
用
の
メ
ガ

ネ
、
懐
中
時
計
、
自
筆
の
原
稿
．

色
紙
、
昭
和
十
年
発
行
の
「
黒
谷

村
」
昭
和
二
十
二
年
発
行
の
「
ジ

ロ
リ
の
女
」
　
「
白
痴
」
な
ど
の
初

版
本
、
。
ハ
ネ
ル
な
ど
貴
重
な
遺
品

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　
安
吾
は
叔
母
と
姉
が
松
之
山
に

い
た
こ
と
か
ら
、
少
年
時
代
か
ら

よ
く
松
之
山
を
訪
れ
た
．
安
吾
に

と
っ
て
松
之
山
は
心
の
ふ
る
さ
と

と
な
り
、
松
之
山
の
イ
メ
ー
ジ
を

と
り
入
れ
た
作
品
を
多
く
出
し
て

い
る
。

　
明
治
三
十
九
年
卜
月
二
十
日
新

潟
市
に
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潟
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と
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を
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和
三
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二
月
十
ヒ
日
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の
自
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で
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く
短
い
四
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几
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を
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安
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と
は
新
潟
市
で
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▼昭和20年（安吾40歳）、このころは

流行作家として忙しい毎日だった。

（写真：昭和22年と23年の単行本）

▼昭和6年「黒谷村」を発表，この作品が
島崎藤村らに認められ文壇にデビュー。

（写真：昭和10年発行の初版本）
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山
村
留
学

　
　
　
　
　
　
　
浦
田
で
説
明
会

　
浦
田
地
区
に
山
村
留
学
を
誘
致

し
よ
う
と
地
区
の
人
た
ち
が
長
野

県
八
坂
村
を
視
察
す
る
な
ど
、
こ

の
事
業
に
取
り
く
ん
で
い
た
が
、

五
月
十
七
日
財
団
法
人
「
育
て
る

会
」
山
村
留
学
普
及
協
会
の
青
木

理
事
長
を
迎
え
説
明
会
を
開
い
た
。

　
こ
の
山
村
留
学
は
、
農
家
の
宿

泊
を
併
用
し
な
が
ら
現
地
の
小
・

中
学
校
へ
通
学
さ
せ
、
自
然
体
験

と
農
業
体
験
で
都
市
の
青
少
年
の

身
心
の
回
復
と
活
力
を
と
り
戻
す

も
の
で
、
都
市
の
父
母
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
．

　
こ
の
事
業
を
誘
致
す
る
に
は
、

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
の
整
備
問
題
、

指
導
者
問
題
、
費
用
の
問
題
な
ど

難
問
が
残
っ
て
い
る
。

現地視察のあと地元の人との話合い

郡
町
村
教
育
委
員
会

若
井
先
生
を
迎
え

研
修

　
郡
町
村
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

春
季
総
会
が
五
月
十
四
日
松
之
山

町
で
開
か
れ
、
小
谷
出
身
の
若
井

先
生
（
上
越
教
育
大
助
教
授
）
を
迎

え
教
育
行
政
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。

雨の中の開講式

県
野
外
活
動
指
導
者
講
習
会

大
厳
寺
キ
ャ

　
野
外
活
動
の
普
及
を
は
か
る
た

め
県
野
外
活
動
指
導
者
講
習
会
が

大
厳
寺
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
か

れ
た
．

　
こ
の
講
習
会
に
は
県
内
各
地
の

社
会
体
育
や
学
校
体
育
関
係
指
導

者
な
ど
三
十
五
人
が
参
加
し
て
野

外
活
動
に
関
す
る
知
識
。
技
能
を

ン
プ
場
で
開
く

　
研
修
し
た
．

　
　
東
海
大
学
専
任
講
師
の
西
野
仁

　
先
生
を
迎
え
「
キ
ャ
ン
プ
の
企
画

　
と
運
営
」
の
講
義
と
テ
ン
ト
設
営
、

　
撒
去
、
炊
飯
、
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ

　
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
実
習
を

　
し
た
。

6
月
4
日
～
6
月
⑩
日

歯
の
衛
生
週
岡

6
月
1
日
～
6
月
⑩
日

電
波
法
遣
反
防
止
旬
間

　
ん
去

　
さ
　
ノ
死

　
　
磯
山

－o

村

　
県
内
最
高
齢
の
松
之
山
町
坪
野

の
村
山
吉
ノ
さ
ん
が
五
月
十
八
日

亡
く
な
ら
れ
た
。
村
山
さ
ん
は
明

治
十
四
年
四
月
十
六
日
生
ま
れ
。

・
國

　
　
　
　
　
日
旧
み
ん
な
で
築
く
よ
り
よ
い
環
境

　
　
　
　
　
5
～
－

　
　
　
　
　
朋
銅
環
境
週
間

　暑中見舞はがき

6月15日（士）発売
誇沸臆夏鮎り

驚
｝

郵便局
（ほていあおい）（かき氷）

　　　　曳膿鈴
　　　　郵露
　　　　　．鯵，、難

（昆虫採集）

（7）まつのやま

・瀦藩会

　
町
内
の
六
年
生
が
．
五
月
九
日
十

日
修
学
旅
行
を
行
い
、
東
京
見
学

の
あ
と
葛
飾
区
の
清
和
小
学
校
を

訪
門
、
大
歓
迎
を
受
け
た
。
こ
の

交
歓
会
は
昨
年
に
つ
、
、
つ
い
て
今
回
、

が
一
一
回
目
。

　
松
之
山
の
子
供
達
は
シ
ョ
ウ
、
シ

ョ
ウ
、
バ
カ
マ
、
ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ

ゥ
な
ど
山
草
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

あ
と
、
松
之
山
小
は
松
之
山
の
概

要
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
、
大
樫
。

松
里
．
小
は
松
之
山
温
泉
、
す
み
塗

り
、
　
　
　
　
三
省
小
は
松
之
山

の
植
物
や
向
然
、
冬
の
遊
び
。
浦

田
小
は
大
厳
寺
牧
場
、
野
鳥
、
う

さ
ぎ
追
い
な
ど
を
紹
介
し
た
。

浦
田
小
学
校

　
修
学
旅
行
の
日
程
の
中
で
、
葛

飾
区
と
の
交
歓
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
交
歓
会
の
会

場
と
な
っ
た
清
和
小
学
校
で
は
、

短
い
時
間
で
残
念
で
し
た
が
す
、
、
〕

い
歓
迎
を
受
け
、
楽
し
く
す
熟
．
』
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

の
た
め
に
お
い
そ
が
し
い
区
．
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
み
な

さ
ん
が
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
た
ち
が
こ
ん
な
に
歓
迎
し

　
　
　
山
ハ
年

　
　
　
　
古
同
沢

昔
教
え
ら
れ
、

て
い
た
だ
け
る
の
も
、

郁
男

葛
飾
の
区

長
さ
ん
が
松
之
山
の
町
長
さ
ん
を

　
　
　
　
　
そ
の
職
、
一
縁
で
葛
飾

区
と
松
之
山
町
が
交
歓
会
を
や
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
、
で
す
。

　
区
長
さ
ん
、
町
．
長
さ
ん
に
は
感

謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
清
和
小
学
校
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
作
っ

た
造
花
の
し
ょ
う
ぶ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
区
長
さ
ん
か
ら
は
、

お
い
し
い
お
か
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
の
こ
も
っ
た
お
く
り
物

で
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
．
で
す
。

　
清
和
小
学
校
は
と
て
も
大
き
く
、

庭
に
は
草
花
が
植
え
ら
れ
、
と
て

も
き
れ
い
な
所
、
で
し
た
。
時
間
が

あ
っ
た
ら
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
と
清

和
小
学
校
の
人
た
ち
と
話
し
合
っ

た
り
、
庭
を
見
て
き
た
り
し
た
か

っ
た
、
で
す
。

　
清
和
小
学
校
の
み
な
さ
ん
は
そ

の
日
遠
足
だ
っ
た
そ
う
、
で
す
が
、

そ
の
大
事
な
遠
足
を
の
ば
し
て
ま

で
交
歓
会
を
し
て
い
た
だ
き
、
お

か
げ
で
楽
し
い
交
歓
会
に
な
り
心

に
残
る
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

葛飾の区長室訪問

松
之
山
小
学
校
　
六
年

　
　
　
　
　
久
保
田

　
、
バ
ス
か
ら
は
じ
め
て
清
和
小
学

校
を
見
た
時
、
と
て
も
緑
の
多
い

学
校
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
体

育
館
に
入
っ
て
み
る
と
、
大
勢
の

六
年
生
の
み
な
さ
ん
が
は
く
手
で

む
か
え
て
く
れ
て
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
、
で
す
。
イ
ス
が
向
か
い

合
わ
せ
、
で
お
い
て
あ
っ
て
、
イ
ス

の
上
に
は
。
ハ
ン
と
牛
に
ゅ
う
と
、

い
ろ
い
ろ
な
物
が
入
っ
て
い
る
手

さ
げ
が
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
交
歓
会
が
は
じ
ま
る
と
、
児
童

　
　
　
　
　
　
　
克
美

の
方
で
は
は
じ
め
に
清
和
小
の
人

が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
と
て

も
は
き
は
き
し
て
、
ま
ち
が
え
て

も
あ
わ
て
ず
に
ち
ゃ
ん
と
「
し
つ

れ
い
し
ま
し
た
。
」
と
言
っ
た
り
し

て
、
い
い
人
た
ち
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

　
短
い
時
問
で
し
た
が
、
松
之
山

の
紹
介
や
葛
飾
の
紹
介
な
ど
い
ろ

ん
な
．
｝
と
を
や
り
ま
じ
た
。
清
和

小
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
職
、
｝

ざ
い
ま
し
た
。

写真や地図を使って松之山を紹介
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まつのやま（6〕

山
村
留
学

　
　
　
　
　
　
　
浦
田
で
説
明
会

　
浦
田
地
区
に
山
村
留
学
を
誘
致

し
よ
う
と
地
区
の
人
た
ち
が
長
野

県
八
坂
村
を
視
察
す
る
な
ど
、
こ

の
事
業
に
取
り
く
ん
で
い
た
が
、

五
月
十
七
日
財
団
法
人
「
育
て
る

会
」
山
村
留
学
普
及
協
会
の
青
木

理
事
長
を
迎
え
説
明
会
を
開
い
た
。

　
こ
の
山
村
留
学
は
、
農
家
の
宿

泊
を
併
用
し
な
が
ら
現
地
の
小
・

中
学
校
へ
通
学
さ
せ
、
自
然
体
験

と
農
業
体
験
で
都
市
の
青
少
年
の

身
心
の
回
復
と
活
力
を
と
り
戻
す

も
の
で
、
都
市
の
父
母
に
高
く
評

価
さ
れ
て
い
る
．

　
こ
の
事
業
を
誘
致
す
る
に
は
、

山
村
留
学
セ
ン
タ
ー
の
整
備
問
題
、

指
導
者
問
題
、
費
用
の
問
題
な
ど

難
問
が
残
っ
て
い
る
。

現地視察のあと地元の人との話合い

郡
町
村
教
育
委
員
会

若
井
先
生
を
迎
え

研
修

　
郡
町
村
教
育
委
員
連
絡
協
議
会

春
季
総
会
が
五
月
十
四
日
松
之
山

町
で
開
か
れ
、
小
谷
出
身
の
若
井

先
生
（
上
越
教
育
大
助
教
授
）
を
迎

え
教
育
行
政
に
つ
い
て
勉
強
し
た
。

雨の中の開講式

県
野
外
活
動
指
導
者
講
習
会

大
厳
寺
キ
ャ

　
野
外
活
動
の
普
及
を
は
か
る
た

め
県
野
外
活
動
指
導
者
講
習
会
が

大
厳
寺
高
原
キ
ャ
ン
プ
場
で
開
か

れ
た
．

　
こ
の
講
習
会
に
は
県
内
各
地
の

社
会
体
育
や
学
校
体
育
関
係
指
導

者
な
ど
三
十
五
人
が
参
加
し
て
野

外
活
動
に
関
す
る
知
識
。
技
能
を

ン
プ
場
で
開
く

　
研
修
し
た
．

　
　
東
海
大
学
専
任
講
師
の
西
野
仁

　
先
生
を
迎
え
「
キ
ャ
ン
プ
の
企
画

　
と
運
営
」
の
講
義
と
テ
ン
ト
設
営
、

　
撒
去
、
炊
飯
、
ク
ラ
フ
ト
、
キ
ャ

　
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な
ど
の
実
習
を

　
し
た
。

6
月
4
日
～
6
月
⑩
日

歯
の
衛
生
週
岡

6
月
1
日
～
6
月
⑩
日

電
波
法
遣
反
防
止
旬
間

　
ん
去

　
さ
　
ノ
死

　
　
磯
山

－o

村

　
県
内
最
高
齢
の
松
之
山
町
坪
野

の
村
山
吉
ノ
さ
ん
が
五
月
十
八
日

亡
く
な
ら
れ
た
。
村
山
さ
ん
は
明

治
十
四
年
四
月
十
六
日
生
ま
れ
。

・
國

　
　
　
　
　
日
旧
み
ん
な
で
築
く
よ
り
よ
い
環
境

　
　
　
　
　
5
～
－

　
　
　
　
　
朋
銅
環
境
週
間

　暑中見舞はがき

6月15日（士）発売
誇沸臆夏鮎り

驚
｝

郵便局
（ほていあおい）（かき氷）

　　　　曳膿鈴
　　　　郵露
　　　　　．鯵，、難

（昆虫採集）

（7）まつのやま

・瀦藩会

　
町
内
の
六
年
生
が
．
五
月
九
日
十

日
修
学
旅
行
を
行
い
、
東
京
見
学

の
あ
と
葛
飾
区
の
清
和
小
学
校
を

訪
門
、
大
歓
迎
を
受
け
た
。
こ
の

交
歓
会
は
昨
年
に
つ
、
、
つ
い
て
今
回
、

が
一
一
回
目
。

　
松
之
山
の
子
供
達
は
シ
ョ
ウ
、
シ

ョ
ウ
、
バ
カ
マ
、
ト
キ
ワ
イ
カ
リ
ソ

ゥ
な
ど
山
草
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た

あ
と
、
松
之
山
小
は
松
之
山
の
概

要
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
、
大
樫
。

松
里
．
小
は
松
之
山
温
泉
、
す
み
塗

り
、
　
　
　
　
三
省
小
は
松
之
山

の
植
物
や
向
然
、
冬
の
遊
び
。
浦

田
小
は
大
厳
寺
牧
場
、
野
鳥
、
う

さ
ぎ
追
い
な
ど
を
紹
介
し
た
。

浦
田
小
学
校

　
修
学
旅
行
の
日
程
の
中
で
、
葛

飾
区
と
の
交
歓
会
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
交
歓
会
の
会

場
と
な
っ
た
清
和
小
学
校
で
は
、

短
い
時
間
で
残
念
で
し
た
が
す
、
、
〕

い
歓
迎
を
受
け
、
楽
し
く
す
熟
．
』
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ぼ
く
た
ち

の
た
め
に
お
い
そ
が
し
い
区
．
長
さ

ん
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の
み
な

さ
ん
が
迎
え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
ぼ
く
た
ち
が
こ
ん
な
に
歓
迎
し

　
　
　
山
ハ
年

　
　
　
　
古
同
沢

昔
教
え
ら
れ
、

て
い
た
だ
け
る
の
も
、

郁
男

葛
飾
の
区

長
さ
ん
が
松
之
山
の
町
長
さ
ん
を

　
　
　
　
　
そ
の
職
、
一
縁
で
葛
飾

区
と
松
之
山
町
が
交
歓
会
を
や
っ

て
い
た
だ
い
て
い
る
お
か
げ
、
で
す
。

　
区
長
さ
ん
、
町
．
長
さ
ん
に
は
感

謝
の
気
持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　
清
和
小
学
校
の
み
な
さ
ん
か
ら

は
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
作
っ

た
造
花
の
し
ょ
う
ぶ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
区
長
さ
ん
か
ら
は
、

お
い
し
い
お
か
し
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
心
の
こ
も
っ
た
お
く
り
物

で
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
．
で
す
。

　
清
和
小
学
校
は
と
て
も
大
き
く
、

庭
に
は
草
花
が
植
え
ら
れ
、
と
て

も
き
れ
い
な
所
、
で
し
た
。
時
間
が

あ
っ
た
ら
も
っ
と
ゆ
っ
く
り
と
清

和
小
学
校
の
人
た
ち
と
話
し
合
っ

た
り
、
庭
を
見
て
き
た
り
し
た
か

っ
た
、
で
す
。

　
清
和
小
学
校
の
み
な
さ
ん
は
そ

の
日
遠
足
だ
っ
た
そ
う
、
で
す
が
、

そ
の
大
事
な
遠
足
を
の
ば
し
て
ま

で
交
歓
会
を
し
て
い
た
だ
き
、
お

か
げ
で
楽
し
い
交
歓
会
に
な
り
心

に
残
る
思
い
出
を
つ
く
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

葛飾の区長室訪問

松
之
山
小
学
校
　
六
年

　
　
　
　
　
久
保
田

　
、
バ
ス
か
ら
は
じ
め
て
清
和
小
学

校
を
見
た
時
、
と
て
も
緑
の
多
い

学
校
だ
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
体

育
館
に
入
っ
て
み
る
と
、
大
勢
の

六
年
生
の
み
な
さ
ん
が
は
く
手
で

む
か
え
て
く
れ
て
、
と
て
も
う
れ

し
か
っ
た
、
で
す
。
イ
ス
が
向
か
い

合
わ
せ
、
で
お
い
て
あ
っ
て
、
イ
ス

の
上
に
は
。
ハ
ン
と
牛
に
ゅ
う
と
、

い
ろ
い
ろ
な
物
が
入
っ
て
い
る
手

さ
げ
が
お
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　
交
歓
会
が
は
じ
ま
る
と
、
児
童

　
　
　
　
　
　
　
克
美

の
方
で
は
は
じ
め
に
清
和
小
の
人

が
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。
と
て

も
は
き
は
き
し
て
、
ま
ち
が
え
て

も
あ
わ
て
ず
に
ち
ゃ
ん
と
「
し
つ

れ
い
し
ま
し
た
。
」
と
言
っ
た
り
し

て
、
い
い
人
た
ち
だ
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。

　
短
い
時
問
で
し
た
が
、
松
之
山

の
紹
介
や
葛
飾
の
紹
介
な
ど
い
ろ

ん
な
．
｝
と
を
や
り
ま
じ
た
。
清
和

小
の
み
な
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
職
、
｝

ざ
い
ま
し
た
。

写真や地図を使って松之山を紹介
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《今月の話題》ス・マンスリユ二

鵬学校田

　蒲1
　
五
月
二
十
四
日
浦
田
小
学
校
で

は
学
校
田
の
田
植
を
行
っ
た
。
面

積
は
約
二
百
平
方
肩
で
五
・
六
年

生
が
も
ち
米
の
苗
を
植
え
、
低
学

年
は
作
業
を
見
学
。

　
秋
に
は
収
穫
祭
で
も
ち
つ
き
大

会
を
行
う
予
定
。

　
こ
の
体
験
学
習
は
昔
な
が
ら
の

三
本
ぐ
わ
で
田
お
こ
し
、
秋
に
は

足
ふ
み
の
脱
穀
機
を
使
う
．

へ

～

　
松
之
山
温
泉
ま
つ
り
が
五
月
十

八
．
十
九
日
の
二
日
間
開
か
れ
た
。

稚
児
行
列
の
あ
と
、
夜
に
は
歌
手

の
松
前
ひ
ろ
子
さ
ん
と
B
S
N
の

大
倉
修
吾
さ
ん
を
迎
え
て
芸
能
カ

ラ
オ
ケ
大
会
　
大
花
火
大
会
が
あ

　
　
約
二
卜
人
の
観
光
客
で
賑
わ

っ
た
．

　
凝
卜
九
日
は
残
栄
，
と
新
緑
の
大

厳
午
高
原
で
ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
大
会

が
行
わ
れ
、
上
越
方
面
か
ら
大
型

バ
ス
が
五
台
も
入
っ
て
五
百
人
を

こ
え
る
人
出
と
な
っ
た
。

まつり温

て熱唱する松前ひろ子さん観客の中には
客0人の観

釧礎
縛
力

クリ

　
県
下
一
斉
空
缶
回
収
日
の
五
月

十
二
日
、
松
之
山
町
で
も
婦
人
会
、

青
年
団
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
児
童
、

生
徒
な
ど
約
七
百
人
が
参
加
し
て

道
路
ぞ
い
の
空
缶
や
ゴ
ミ
ひ
ろ
、

を
行
っ
た
．

　
約
｝
時
間
の
短
い
時
間
で
あ
っ

た
が
四
地
区
に
分
れ
て
の
作
業
で

集
め
ら
れ
た
空
缶
、
ゴ
ミ
は
四
ノ
・

ダ
ン
フ
に
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

　
町
で
は
今
年
か
ら
ビ
ュ
ー
テ
ィ

フ
ノ
ふ
る
さ
と
事
業
を
始
め
た
こ

と
も
あ
っ
て
　
空
缶
・
ゴ
ミ
は
道

路
に
投
げ
す
て
な
い
よ
う
に
と
呼

び
か
け
て
い
る
。

一纈繍繭噂調■
をする婦人会の皆さん袋を手に空缶ひろ

《今月の話題》MONTHLYNEWS・

探鳥会

オオルリなど34種

　
松
之
山
の
探
鳥
会
が
五
月
二
十

六
日
　
県
野
鳥
愛
護
会
の
中
島
公

先
生
を
逝
え
、
松
口
の
美
人
林
探

鳥
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

　
町
の
探
鳥
会
は
今
年
で
二
十
九

回
目
　
1
日
町
市
な
ど
町
内
外
か

ら
五
十
人
が
参
加
し
た
。

　
二
時
間
余
り
の
探
鳥
で
は
、
三

鳴
鳥
と
い
わ
れ
て
い
る
オ
オ
ル
リ

や
ノ
ジ
コ
、
サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ
な

ど
三
十
四
種
が
確
認
さ
れ
た
。

　
前
日
の
夜
は
ビ
デ
オ
を
使
っ
た

講
座
で
約
㎜
時
間
半
、
野
鳥
の
勉

強
が
行
わ
れ
た
。

腐葉土の袋

士賑売
　森林組合

　
町
森
林
組
合
で
は
こ
の
ほ
ど
腐

葉
土
の
販
売
を
始
め
た
。

　
園
芸
ブ
f
ム
で
腐
葉
土
の
需
要

が
の
び
て
　
る
こ
と
、
・
　
松
之

山
イ
学
校
の
敷
地
整
備
で
ブ
ナ
林

が
伐
採
さ
れ
、
そ
の
あ
と
に
木
の

葉
が
堆
積
し
て
い
る
の
に
ヒ
ン
ト

を
得
て
販
売
し
て
み
る
こ
と
に
な

っ
た
も
の
。

里の鳥，山の鳥

　
六
月
三
日
新
県
庁
舎
が
落
成
し

た
。
こ
の
県
庁
舎
は
五
十
七
年
七

月
に
工
箏
を
始
め
、
こ
の
ほ
ど
｛
元

成
。
工
費
は
総
額
三
百
四
十
五
億

円
。
敷
地
は
十
二
万
五
千
平
方
好
、

建
物
の
延
而
積
は
四
万
五
千
平
方

揖
で
、
地
上
十
八
階
地
下
一
階
、

建
物
の
最
高
部
の
高
さ
は
八
十
七

　
明
治
十
三
年
か
ら
昭
和
七
年
ま

で
が
皿
代
目
、
昭
和
七
年
か
ら
六

十
年
が
二
代
目
、
新
県
庁
舎
は
三

代
目
と
な
る
。

成落庁県新

旧庁舎は昭和7年5月に誕生。

53年問県政の殿堂として重厚な

風格を見せてきた。
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まつのやま（10）（11）まつのやま

電
話
機
の
買
い
取
り
も
で
き
る

　
N
T
T
（
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
）
で
は
、
電
話
の
基
本
料
金

を
、
①
回
線
使
用
料
、
②
配
線
使

用
料
③
機
器
使
用
料
の
三
つ
の
内

訳
を
設
け
、
端
末
設
備
の
利
用
状

況
に
応
じ
た
料
金
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
電
話
機
は
、
使
う
人

が
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
使
っ
て
い
る
N
T
T
の
電

話
機
を
買
い
取
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。　
例
え
ば
、
住
宅
用
単
独
電
話
を

買
い
取
っ
た
場
合
、
機
器
使
用
料

が
不
要
と
な
り
、
今
ま
で
よ
り
一

八
O
円
安
い
一
、
〇
二
〇
円
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
買
い
取
っ
た
電

話
機
が
故
障
し
た
場
合
に
は
、
修

理
費
は
個
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
機
の
取
付
工
事
は
、
工
事

担
任
者
（
有
資
格
者
）
が
行
い
、

事
前
に
自
営
届
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
N
T

T
以
外
の
電
話
機
を
取
付
る
と
き

は
、
型
式
認
定
品
を
お
買
い
求
め

く
だ
さ
ヤ
．

　
下
表
の
経
過
期
間
の
起
点
は
、

現
在
使
用
の
電
話
機
を
取
り
付
け

た
と
き
で
す
。
買
い
取
り
価
格
の

ほ
か
に
手
数
料
八
O
O
円
が
加
算

に
な
り
ま
す
。

　
カ
ラ
ー
電
話
機
、
プ
ッ
シ
ュ
ホ

ン
電
話
機
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機

種
が
、
松
之
山
電
報
電
話
局
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
、
、
｝
覧
く

だ
さ
い
．

耳　　　
　ハ　　　 　し　　　つ

　　　　　　　　　1

　　屋内配線
　　　　　　　　　昔　　　　　　　　　コ　　 一一…一一一
　　　　　　　　　　　　　　3，900　i　コ　1　　 　　　　　　 』
　　　　　　　　　　　　　3，400　1
　の協，δ6。1

＿
　 　＿1
二『病姻 i
700！
400　　　　　　　　　

ヨ
一

　　　　　　　既設電話機等の買い取り価格（円）

摩□蕪平難邸1舗礁評

瞳集難隔鮭黙ヒ…禦
腱墾劃『1墾r』望lll…礎ll

老人福祉相談員

志賀雅雄さん
松之山町　三桶

　奮6－2296

　
四
月
．
五
月
の
ニ
カ
月
の
間
に
松

之
山
町
で
四
件
の
老
人
自
殺
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
町
の
福
祉
係

で
は
、
老
人
の
方
で
悩
み
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
「
老
人
福
祉
相

談
指
導
員
」
に
、
、
）
相
談
く
だ
さ
い
。

と
呼
び
か
け
て
い
乃
。

国
道
3
5
3
・
東
川
地
内

8
月
m
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
交
通
止

　
道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
国
道

三
．
五
三
号
線
の
東
川
地
内
で
六
月

一
日
か
ら
八
月
十
H
ま
で
全
面
交

通
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
う
回
路
は
、
国
道
二
五
三
号
、

四
〇
五
号
。

毎
週
土
曜
の
夜

　
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
六
月
十

五
日
の
土
曜
日
か
ら
テ
ニ
ス
教
室

を
開
く
．

　
こ
の
テ
ニ
ス
教
室
は
初
心
者
を

対
象
に
毎
週
土
曜
、
夜
八
時
か
ら

体
育
館
前
の
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
行
わ
れ
、
指
導
は
テ
ニ
ス
協
会

の
講
師
が
あ
た
る
。

　
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い

と
い
う
方
も
歓
迎
し
て
い
る
。
希

望
者
は
町
公
民
館
に
中
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料
。

　
参
加
者
は
、
ズ
ッ
ク
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー

ル
は
準
備
し
て
あ
り
ま
，
す
。

　
交
通
事
故
の
賠
償
問
題
は
、
ほ

と
ん
ど
当
事
者
間
の
話
し
合
い
に

よ
る
示
題
で
解
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
示
談
し
ま
す
と
、
特
別

の
事
情
が
な
い
限
り
、
あ
と
で
勝

手
に
変
更
や
取
消
し
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
慎

山
岸
白
雲
さ
ん

滝
沢
和
平

　
　
　
県
展
に
入
選

　
今
年
の
県
展
で
松
之
山
町
か
ら

入
選
者
が
二
人
出
た
。

　
書
道
の
部
で
山
岸
白
索
．
罫
さ
ん
（
松

之
山
）
と
写
真
の
部
で
滝
沢
和
平

さ
ん
（
猪
之
名
）
が
人
選
に
輝
い

た
。

特
別
賛
助
会
員

　
　
　
　
　
募
集
中

　
町
体
育
協
会
は
、
活
動
資
金
を

お
願
い
し
ま
す
と
、
特
別
賛
助
会

員
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
同
協
会
の
運
営
は
町
の
助
成
と

各
加
盟
団
体
の
負
担
金
、
特
別
賛

助
会
員
の
会
費
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
お
り
、
特
別
賛
助
会
員
の

援
助
は
四
五
督
を
占
め
て
い
る
。

　
特
別
賛
助
会
員
の
年
会
費
は
、

個
人
が
一
口
二
千
円
、
法
人
が
一

口
五
予
円
．

　
通
算
新
年
特
別
賛
助
会
員
に
な

る
と
、
名
誉
会
員
と
し
て
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
る
。

　
今
年
か
ら
特
別
賛
助
会
員
の
ス

。

ボ
ー
ツ
安
全
傷
害
保
険
付
・
ス
ポ

ー
ッ
用
品
の
十
簿
割
引
が
廃
止
。

個
人
会
費
は
昨
年
よ
り
五
百
円
少

な
い
二
毛
円
に
変
更
さ
れ
た
。

監
押
北
電
力

OO▽田午六
麦後月
立一二1
　H、￥十
匹’卜1カ・プく

原ら日
り五＿
　時水
　ま）
　て“

嗣
つどらた

重
に
示
談
す
る
よ
う
、

く
だ
さ
い
．

感
情
的
に
な
ら
ず
慎
重
に

　
　
　
　
　
　
納
得
し
て
か
ら
印
鑑
を
押
す

　
心
が
ま
え
と
し
て
は
、
感
情
的

に
な
ら
ず
、
あ
せ
ら
ず
慎
重
に
す

す
め
ま
し
ょ
う
。
示
談
書
に
印
鑑

を
押
す
場
合
は
、
モ
分
検
討
し
条

件
を
よ
く
納
得
し
て
か
ら
に
し
ま

す
。　
示
談
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
ま
り
日
が

た
つ
と
、
相
手
の
態
度
が
次
第
に

悪
く
な
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す

注
意
し
て

カ
ら
、
何
と
か
折
り
合
い
の
つ
く

段
階
が
き
た
ら
、
一
挙
に
話
を
ま

と
め
た
ほ
う
が
無
難
と
い
え
ま
し

ょ
戸
つ
。

譲
る
べ
き
最
低
線
を
決
め
て
お
き

交
渉
す
る
と
早
く
示
談
が
で
き
る

よ
う
で
す
．

　
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

弁
護
．
士
な
ど
専
門
家
の
話
を
聞
き
、

代
理
人
と
示
談
す
る
と
き
は

　
代
理
人
と
称
す
る
人
が
出
て
き

た
ら
、
正
式
の
委
任
を
受
け
て
い

る
か
ど
う
か
委
任
状
を
確
認
し
ま

し
ょ
・
つ
。

　
自
分
の
請
求
内
容
に
白
信
を
も

ち
、
そ
の
正
当
さ
を
裏
、
づ
け
る
証

拠
と
し
て
、
具
体
的
な
資
料
（
交

通
事
故
証
明
書
、
診
断
書
、
領
収

書
な
ど
）
を
そ
ろ
え
て
お
き
ま
す
。

　
示
談
が
ま
と
ま
つ
た
ら
、
そ
の

委
任
状
の
確
認
を

内
容
を
確
実
に
履
行
さ
せ
る
た
め

に
、
必
要
な
措
概
を
と
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

示
談
書
の
注
意
点

　
示
談
書
の
形
式
は
自
由
で
す
。

自
分
で
作
っ
て
も
よ
く
既
製
の
書

式
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
の
事
項
だ
け
は
、

落
と
さ
ず
記
載
し
な
い
と
、
後
あ

と
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
当
事
者
名
、
②
事
故
の
日
時
と

場
所
、
③
加
害
車
両
の
名
称
と
番

号
、
④
事
故
の
状
況
、
⑤
示
談
内

容
と
支
払
方
法
、
⑥
作
成
年
月
日

⑦
署
名
と
捺
印
．

後
遺
障
害
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
利
留
保
条
屓
を

　
示
談
書
に
は
、
た
い
て
い
「
今

後
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
い
っ
さ

い
請
求
し
な
い
」
と
い
う
意
味
の

権
利
放
棄
条
項
を
書
く
の
が
き
ま

り
で
す
。
し
た
が
っ
て
損
害
の
見

通
し
も
十
分
た
た
な
い
う
ち
に
う

っ
か
り
同
意
し
ま
す
と
、
あ
と
で

請
求
で
き
な
く
な
っ
て
困
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

，
つ
。
　
後
遺
障
害
は
、
あ
と
に
な
っ
て

わ
か
る
こ
と
も
あ
っ
て
や
っ
か
い

で
す
。
現
状
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、

万
一
と
い
う
懸
念
の
あ
る
場
合
は
、

後
日
の
た
め
に
「
も
し
今
後
本
件

に
よ
る
後
遺
障
害
が
生
じ
た
と
き

は
改
め
て
賠
償
条
件
に
つ
き
協
議

す
る
」
と
い
う
権
利
留
保
条
項
を
、

示
談
の
な
か
に
入
れ
て
お
ぐ
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
権
利
留
保
条
項

が
な
く
て
も
、
後
遺
障
害
に
つ
い

て
は
、
あ
と
か
ら
賠
償
請
求
で
き

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
判
例
も
あ

り
ま
す
。

交
通
事
故
の

　
　
　
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　
社
団
法
人
・
日
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

岱
〇
二
五
二
（
二
五
）
一
八
五
一

新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二

興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階

午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
〇
分

土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
二
土
曜

日
は
休
み
）

弁
護
L
相
談
日
は
毎
週
水
曜
日
の

午
後
一
時
～
四
時
ま
で
。
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電
話
機
の
買
い
取
り
も
で
き
る

　
N
T
T
（
日
本
電
信
電
話
株
式

会
社
）
で
は
、
電
話
の
基
本
料
金

を
、
①
回
線
使
用
料
、
②
配
線
使

用
料
③
機
器
使
用
料
の
三
つ
の
内

訳
を
設
け
、
端
末
設
備
の
利
用
状

況
に
応
じ
た
料
金
と
し
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
電
話
機
は
、
使
う
人

が
自
由
に
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　
現
在
使
っ
て
い
る
N
T
T
の
電

話
機
を
買
い
取
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。　
例
え
ば
、
住
宅
用
単
独
電
話
を

買
い
取
っ
た
場
合
、
機
器
使
用
料

が
不
要
と
な
り
、
今
ま
で
よ
り
一

八
O
円
安
い
一
、
〇
二
〇
円
と
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
買
い
取
っ
た
電

話
機
が
故
障
し
た
場
合
に
は
、
修

理
費
は
個
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
電
話
機
の
取
付
工
事
は
、
工
事

担
任
者
（
有
資
格
者
）
が
行
い
、

事
前
に
自
営
届
を
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
N
T

T
以
外
の
電
話
機
を
取
付
る
と
き

は
、
型
式
認
定
品
を
お
買
い
求
め

く
だ
さ
ヤ
．

　
下
表
の
経
過
期
間
の
起
点
は
、

現
在
使
用
の
電
話
機
を
取
り
付
け

た
と
き
で
す
。
買
い
取
り
価
格
の

ほ
か
に
手
数
料
八
O
O
円
が
加
算

に
な
り
ま
す
。

　
カ
ラ
ー
電
話
機
、
プ
ッ
シ
ュ
ホ

ン
電
話
機
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
機

種
が
、
松
之
山
電
報
電
話
局
に
展

示
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
、
、
｝
覧
く

だ
さ
い
．

耳　　　
　ハ　　　 　し　　　つ

　　　　　　　　　1

　　屋内配線
　　　　　　　　　昔　　　　　　　　　コ　　 一一…一一一
　　　　　　　　　　　　　　3，900　i　コ　1　　 　　　　　　 』
　　　　　　　　　　　　　3，400　1
　の協，δ6。1

＿
　 　＿1
二『病姻 i
700！
400　　　　　　　　　

ヨ
一

　　　　　　　既設電話機等の買い取り価格（円）

摩□蕪平難邸1舗礁評

瞳集難隔鮭黙ヒ…禦
腱墾劃『1墾r』望lll…礎ll

老人福祉相談員

志賀雅雄さん
松之山町　三桶

　奮6－2296

　
四
月
．
五
月
の
ニ
カ
月
の
間
に
松

之
山
町
で
四
件
の
老
人
自
殺
が
発

生
し
た
こ
と
か
ら
、
町
の
福
祉
係

で
は
、
老
人
の
方
で
悩
み
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
「
老
人
福
祉
相

談
指
導
員
」
に
、
、
）
相
談
く
だ
さ
い
。

と
呼
び
か
け
て
い
乃
。

国
道
3
5
3
・
東
川
地
内

8
月
m
日
ま
で

　
　
　
　
　
　
交
通
止

　
道
路
改
良
工
事
の
た
め
、
国
道

三
．
五
三
号
線
の
東
川
地
内
で
六
月

一
日
か
ら
八
月
十
H
ま
で
全
面
交

通
止
め
と
な
り
ま
す
。

　
う
回
路
は
、
国
道
二
五
三
号
、

四
〇
五
号
。

毎
週
土
曜
の
夜

　
町
テ
ニ
ス
協
会
で
は
、
六
月
十

五
日
の
土
曜
日
か
ら
テ
ニ
ス
教
室

を
開
く
．

　
こ
の
テ
ニ
ス
教
室
は
初
心
者
を

対
象
に
毎
週
土
曜
、
夜
八
時
か
ら

体
育
館
前
の
町
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

で
行
わ
れ
、
指
導
は
テ
ニ
ス
協
会

の
講
師
が
あ
た
る
。

　
こ
れ
か
ら
テ
ニ
ス
を
始
め
た
い

と
い
う
方
も
歓
迎
し
て
い
る
。
希

望
者
は
町
公
民
館
に
中
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。
受
講
料
は
無
料
。

　
参
加
者
は
、
ズ
ッ
ク
を
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。
ラ
ケ
ッ
ト
と
ボ
ー

ル
は
準
備
し
て
あ
り
ま
，
す
。

　
交
通
事
故
の
賠
償
問
題
は
、
ほ

と
ん
ど
当
事
者
間
の
話
し
合
い
に

よ
る
示
題
で
解
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

い
っ
た
ん
示
談
し
ま
す
と
、
特
別

の
事
情
が
な
い
限
り
、
あ
と
で
勝

手
に
変
更
や
取
消
し
を
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
慎

山
岸
白
雲
さ
ん

滝
沢
和
平

　
　
　
県
展
に
入
選

　
今
年
の
県
展
で
松
之
山
町
か
ら

入
選
者
が
二
人
出
た
。

　
書
道
の
部
で
山
岸
白
索
．
罫
さ
ん
（
松

之
山
）
と
写
真
の
部
で
滝
沢
和
平

さ
ん
（
猪
之
名
）
が
人
選
に
輝
い

た
。

特
別
賛
助
会
員

　
　
　
　
　
募
集
中

　
町
体
育
協
会
は
、
活
動
資
金
を

お
願
い
し
ま
す
と
、
特
別
賛
助
会

員
の
加
入
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　
同
協
会
の
運
営
は
町
の
助
成
と

各
加
盟
団
体
の
負
担
金
、
特
別
賛

助
会
員
の
会
費
に
よ
っ
て
ま
か
な

わ
れ
て
お
り
、
特
別
賛
助
会
員
の

援
助
は
四
五
督
を
占
め
て
い
る
。

　
特
別
賛
助
会
員
の
年
会
費
は
、

個
人
が
一
口
二
千
円
、
法
人
が
一

口
五
予
円
．

　
通
算
新
年
特
別
賛
助
会
員
に
な

る
と
、
名
誉
会
員
と
し
て
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
る
。

　
今
年
か
ら
特
別
賛
助
会
員
の
ス

。

ボ
ー
ツ
安
全
傷
害
保
険
付
・
ス
ポ

ー
ッ
用
品
の
十
簿
割
引
が
廃
止
。

個
人
会
費
は
昨
年
よ
り
五
百
円
少

な
い
二
毛
円
に
変
更
さ
れ
た
。

監
押
北
電
力

OO▽田午六
麦後月
立一二1
　H、￥十
匹’卜1カ・プく

原ら日
り五＿
　時水
　ま）
　て“

嗣
つどらた

重
に
示
談
す
る
よ
う
、

く
だ
さ
い
．

感
情
的
に
な
ら
ず
慎
重
に

　
　
　
　
　
　
納
得
し
て
か
ら
印
鑑
を
押
す

　
心
が
ま
え
と
し
て
は
、
感
情
的

に
な
ら
ず
、
あ
せ
ら
ず
慎
重
に
す

す
め
ま
し
ょ
う
。
示
談
書
に
印
鑑

を
押
す
場
合
は
、
モ
分
検
討
し
条

件
を
よ
く
納
得
し
て
か
ら
に
し
ま

す
。　
示
談
は
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
す
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
あ
ま
り
日
が

た
つ
と
、
相
手
の
態
度
が
次
第
に

悪
く
な
る
こ
と
が
ま
ま
あ
り
ま
す

注
意
し
て

カ
ら
、
何
と
か
折
り
合
い
の
つ
く

段
階
が
き
た
ら
、
一
挙
に
話
を
ま

と
め
た
ほ
う
が
無
難
と
い
え
ま
し

ょ
戸
つ
。

譲
る
べ
き
最
低
線
を
決
め
て
お
き

交
渉
す
る
と
早
く
示
談
が
で
き
る

よ
う
で
す
．

　
そ
の
た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
、

弁
護
．
士
な
ど
専
門
家
の
話
を
聞
き
、

代
理
人
と
示
談
す
る
と
き
は

　
代
理
人
と
称
す
る
人
が
出
て
き

た
ら
、
正
式
の
委
任
を
受
け
て
い

る
か
ど
う
か
委
任
状
を
確
認
し
ま

し
ょ
・
つ
。

　
自
分
の
請
求
内
容
に
白
信
を
も

ち
、
そ
の
正
当
さ
を
裏
、
づ
け
る
証

拠
と
し
て
、
具
体
的
な
資
料
（
交

通
事
故
証
明
書
、
診
断
書
、
領
収

書
な
ど
）
を
そ
ろ
え
て
お
き
ま
す
。

　
示
談
が
ま
と
ま
つ
た
ら
、
そ
の

委
任
状
の
確
認
を

内
容
を
確
実
に
履
行
さ
せ
る
た
め

に
、
必
要
な
措
概
を
と
っ
て
お
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

示
談
書
の
注
意
点

　
示
談
書
の
形
式
は
自
由
で
す
。

自
分
で
作
っ
て
も
よ
く
既
製
の
書

式
を
利
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
し
か
し
、
次
の
事
項
だ
け
は
、

落
と
さ
ず
記
載
し
な
い
と
、
後
あ

と
問
題
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

①
当
事
者
名
、
②
事
故
の
日
時
と

場
所
、
③
加
害
車
両
の
名
称
と
番

号
、
④
事
故
の
状
況
、
⑤
示
談
内

容
と
支
払
方
法
、
⑥
作
成
年
月
日

⑦
署
名
と
捺
印
．

後
遺
障
害
が
懸
念
さ
れ
る
場
合
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
利
留
保
条
屓
を

　
示
談
書
に
は
、
た
い
て
い
「
今

後
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
い
っ
さ

い
請
求
し
な
い
」
と
い
う
意
味
の

権
利
放
棄
条
項
を
書
く
の
が
き
ま

り
で
す
。
し
た
が
っ
て
損
害
の
見

通
し
も
十
分
た
た
な
い
う
ち
に
う

っ
か
り
同
意
し
ま
す
と
、
あ
と
で

請
求
で
き
な
く
な
っ
て
困
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ

，
つ
。
　
後
遺
障
害
は
、
あ
と
に
な
っ
て

わ
か
る
こ
と
も
あ
っ
て
や
っ
か
い

で
す
。
現
状
で
は
わ
か
ら
な
い
が
、

万
一
と
い
う
懸
念
の
あ
る
場
合
は
、

後
日
の
た
め
に
「
も
し
今
後
本
件

に
よ
る
後
遺
障
害
が
生
じ
た
と
き

は
改
め
て
賠
償
条
件
に
つ
き
協
議

す
る
」
と
い
う
権
利
留
保
条
項
を
、

示
談
の
な
か
に
入
れ
て
お
ぐ
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
権
利
留
保
条
項

が
な
く
て
も
、
後
遺
障
害
に
つ
い

て
は
、
あ
と
か
ら
賠
償
請
求
で
き

る
こ
と
を
認
め
て
い
る
判
例
も
あ

り
ま
す
。

交
通
事
故
の

　
　
　
ご
相
談
は

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

　
社
団
法
人
・
日
本
損
害
保
険
協
会

新
潟
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

岱
〇
二
五
二
（
二
五
）
一
八
五
一

新
潟
市
本
町
通
七
番
町
一
〇
八
二

興
亜
火
災
新
潟
支
店
ビ
ル
五
階

午
前
九
時
半
～
午
後
四
時
四
〇
分

土
曜
日
は
正
午
ま
で
（
第
二
土
曜

日
は
休
み
）

弁
護
L
相
談
日
は
毎
週
水
曜
日
の

午
後
一
時
～
四
時
ま
で
。
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よ
い
生
活
習
慣
を
育
て
よ
う

基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は

　
　
　
　
　
　
教
育
に
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
か

　
基
．
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は
生
．

後
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
が
、
物
心
つ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
そ
れ
ま

で
は
、
愛
着
の
対
象
や
生
活
欲
求

を
満
た
す
存
在
で
あ
っ
た
母
親
が

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
指
導
に
よ

っ
て
、
自
分
の
領
域
を
侵
す
存
在

と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
子
供
自
身
の
要
求
と
、

親
の
要
請
と
の
か
っ
と
う
や
反
発

が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
心
理
的
な

抑
圧
を
、
ど
う
解
決
し
た
ら
い
い

の
か
、
そ
の
解
決
の
方
途
を
探
り
、

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
後
年
の
社

会
生
活
を
営
む
上
で
の
精
神
的
基
、

盤
に
な
る
の
で
す
。

　
い
わ
ば
成
長
し
て
か
ら
の
精
神

の
在
り
よ
う
や
、
行
動
の
基
、
盤
と

な
る
も
の
の
土
台
づ
く
り
を
、
基

本
的
生
活
習
慣
の
指
導
が
す
る
わ

け
で
す
．

　
乳
・
幼
児
期
の
前
半
で
は
、
自

己
の
領
域
を
侵
す
母
親
な
ど
に
、

全
面
的
に
対
応
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
白
分
を
主
張

す
る
機
会
を
う
か
が
い
な
が
ら
、

要
求
の
受
け
入
れ
や
、
抑
制
、
両

者
の
共
存
、
そ
の
方
法
の
発
見
な

ど
、
自
我
を
育
て
る
心
理
的
な
訓

練
を
す
る
わ
け
で
す
。

　
過
保
護
・
過
干
渉
・
放
任
な
ど

の
親
子
関
係
が
存
ま
し
く
な
い
の

は
、
こ
の
心
理
的
な
訓
練
を
十
分

に
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
す
．

　
子
供
は
甘
や
か
さ
ず

　
　
　
自
律
的
な
行
動
を

　
も
し
仮
に
、
社
会
的
な
善
意
を

罰
に
よ
っ
て
教
え
込
む
こ
と
を
目

的
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
動
物
の
調

教
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
律
的
な

行
動
を
探
さ
せ
、
発
見
さ
せ
て
い

く
と
こ
ろ
に
、
基
．
本
的
生
活
翌
慣

の
指
導
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
動
選
択
の
、
か

　
っ
と
う
の
場
の
少
な
い
チ
共
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
モ
　
く

日
我
が
未
発
達
と
な
り
、
自
己
抑

制
力
も
未
熟
な
ま
ま
成
長
し
、
学

校
・
家
庭
生
活
の
中
で
、
い
ろ
い

ろ
の
問
題
を
起
こ
し
、
教
師
の
指

導
や
親
の
指
導
に
対
し
て
反
発
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
、
現
代
っ
子
は
、
無
気
力
・

無
関
心
・
無
感
動
で
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
、
か
っ
と
う
場

面
の
経
験
が
少
な
く
、
甘
や
か
さ

れ
て
育
て
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
，
日
律
的
な
行
動
選
択
を
迫
ら
れ

る
場
面
は
、
学
校
生
活
の
中
に
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。
適
切
な
指
導

に
よ
っ
て
、
自
己
抑
制
力
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

　
　
「
あ
り
が
と
う
」
を

　
　
　
自
然
に
言
え
る
』

　
　
　
　
　
　
　
子
供
に

　
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

は
、
感
謝
と
信
頼
の
心
が
大
切
で

す
。
最
近
、
日
本
人
の
心
の
中
か

ら
最
も
薄
く
な
っ
た
も
の
は
．
感

謝
の
心
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
す
．

　
人
間
関
係
を
好
ま
し
く
保
っ
た

め
に
は
、
ま
ず
「
あ
り
が
と
う
」

が
無
理
な
く
自
然
に
言
え
る
よ
う

に
し
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
「
は
い
」

も
素
直
に
出
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
各
地
の
オ
ア
シ
ス
運
動
と

し
て
、
こ
の
こ
と
が
取
り
あ
げ
ら

れ

実
践
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の

教
育
は
信
頼
関
係
が
基
本

た
め
で
す
．

　
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
は
い
」

を
白
然
に
言
え
る
よ
う
な
子
供
た

ち
罷
し
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
が

保
て
る
よ
う
に
し
て
や
る
た
め
に
、

強
制
の
段
階
が
あ
る
程
度
必
要
で

あ
り
、
こ
の
強
制
の
段
階
を
通
る

こ
と
で
、
『
人
が
人
と
な
り
社
会
生

活
へ
の
適
応
力
の
基
盤
が
形
づ
く

ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。

指
導
者
は
粘
り
と
根
気
で

　
教
育
は
信
頼
関
係
が
基
．
本
で
あ

り
、
信
頼
関
係
が
な
か
っ
た
ら
教

育
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
な
か
で

も
基
。
本
的
生
活
習
慣
育
成
の
指
導

は
｝
般
的
に
言
っ
て
、
ど
う
し
て

も
　
弥
卸
と
い
う
形
を
と
ら
ざ
る

を
得
な
い
場
面
が
多
く
な
る
も
の

で
す
か
ら
、
指
導
者
と
子
供
と
の

問
に
不
信
が
存
在
し
た
ら
、
基
本

的
生
活
翌
慣
の
指
導
は
で
き
ま
せ

ん
。　
信
頼
が
な
い
と
子
供
の
気
持
ち

の
中
に
、
大
人
か
ら
の
指
導
を
受

け
入
れ
る
余
地
は
な
く
、
反
発
・

反
抗
の
み
が
あ
っ
て
、
理
解
や
納

得
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
基
．
本
的
生
活
習
慣
の
指

導
に
は
、
期
待
期
間
が
存
在
し
ま

す
。
子
供
は
か
ず
か
ず
の
失
敗
を

垂．

ね
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
や
が
て
習
慣
化
で
き
、
そ

れ
と
と
も
に
心
情
を
育
て
て
い
く

の
で
す
。
当
然
、
指
導
者
の
粘
り

強
さ
や
根
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
粘
り
や
根
気
の
源
と
な
る

愛
情
が
、
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
信

刺
は
い
っ
そ
う
強
ま
り
、
信
頼
が

深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
生

活
習
慣
の
指
導
が
徹
底
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
生
活
翌
慣
の
指
導

が
行
き
届
い
て
い
れ
ば
、
逆
に
信

頼
も
深
ま
る
と
い
う
関
係
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

登記簿の謄・抄本手数料

7月1日から
　　　「登記印紙」に

売
買
な
ど
の
所
有
権
移
転
登
記
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
収
入
印
紙
」

　
七
月
か
ら
登
記
所
の
経
理
が
特

別
会
計
と
な
り
、
不
動
産
登
記
簿

や
商
業
・
法
人
登
記
簿
等
の
謄
抄

本
交
付
、
閲
覧
、
記
名
等
の
申
請

手
数
料
が
従
来
の
「
収
入
印
紙
」

で
は
な
く
「
登
記
印
紙
」
に
よ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
登
記
印
紙
は
、
登
記
簿
の

謄
抄
本
の
手
数
料
等
を
納
付
す
る

場
合
だ
け
に
使
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
る
所
有

権
移
転
、
抵
当
権
設
定
、
会
社
の

設
立
、
取
締
役
等
の
変
更
登
記
な

ど
の
登
録
免
許
税
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
収
入
印
紙
で
納
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
印
紙
は
七
月
｝
日

か
ら
郵
便
局
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
登
記
簿
の
謄
本
、
抄
本
等
の
手

数
料
額
は
、
七
月
｝
日
か
ら
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

▽
登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本

　
一
通
　
　
　
　
　
四
〇
〇
円

轟
磁
購
饗
）

▽
登
記
簿
の
閲
覧

　
一
不
動
産
　
　
　
　
二
〇
〇
円

▽
登
記
事
項
の
証
明

　
一
件
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
円

▽
印
鑑
証
明

、
一
件
　
　
　
　
土
O
O
円

※
詳
細
は
新
潟
地
方
法
務
局
松
代

　
出
張
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
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よ
い
生
活
習
慣
を
育
て
よ
う

基
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は

　
　
　
　
　
　
教
育
に
ど
ん
な
意
義
が
あ
る
か

　
基
．
本
的
生
活
習
慣
の
指
導
は
生
．

後
す
ぐ
始
ま
り
ま
す
が
、
物
心
つ

く
よ
う
に
な
り
ま
す
と
、
そ
れ
ま

で
は
、
愛
着
の
対
象
や
生
活
欲
求

を
満
た
す
存
在
で
あ
っ
た
母
親
が

基
本
的
な
生
活
習
慣
の
指
導
に
よ

っ
て
、
自
分
の
領
域
を
侵
す
存
在

と
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
子
供
自
身
の
要
求
と
、

親
の
要
請
と
の
か
っ
と
う
や
反
発

が
起
こ
り
ま
す
。
こ
の
心
理
的
な

抑
圧
を
、
ど
う
解
決
し
た
ら
い
い

の
か
、
そ
の
解
決
の
方
途
を
探
り
、

試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
後
年
の
社

会
生
活
を
営
む
上
で
の
精
神
的
基
、

盤
に
な
る
の
で
す
。

　
い
わ
ば
成
長
し
て
か
ら
の
精
神

の
在
り
よ
う
や
、
行
動
の
基
、
盤
と

な
る
も
の
の
土
台
づ
く
り
を
、
基

本
的
生
活
習
慣
の
指
導
が
す
る
わ

け
で
す
．

　
乳
・
幼
児
期
の
前
半
で
は
、
自

己
の
領
域
を
侵
す
母
親
な
ど
に
、

全
面
的
に
対
応
で
き
る
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、
白
分
を
主
張

す
る
機
会
を
う
か
が
い
な
が
ら
、

要
求
の
受
け
入
れ
や
、
抑
制
、
両

者
の
共
存
、
そ
の
方
法
の
発
見
な

ど
、
自
我
を
育
て
る
心
理
的
な
訓

練
を
す
る
わ
け
で
す
。

　
過
保
護
・
過
干
渉
・
放
任
な
ど

の
親
子
関
係
が
存
ま
し
く
な
い
の

は
、
こ
の
心
理
的
な
訓
練
を
十
分

に
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら

で
す
．

　
子
供
は
甘
や
か
さ
ず

　
　
　
自
律
的
な
行
動
を

　
も
し
仮
に
、
社
会
的
な
善
意
を

罰
に
よ
っ
て
教
え
込
む
こ
と
を
目

的
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
動
物
の
調

教
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
自
律
的
な

行
動
を
探
さ
せ
、
発
見
さ
せ
て
い

く
と
こ
ろ
に
、
基
．
本
的
生
活
翌
慣

の
指
導
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
行
動
選
択
の
、
か

　
っ
と
う
の
場
の
少
な
い
チ
共
よ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
モ
　
く

日
我
が
未
発
達
と
な
り
、
自
己
抑

制
力
も
未
熟
な
ま
ま
成
長
し
、
学

校
・
家
庭
生
活
の
中
で
、
い
ろ
い

ろ
の
問
題
を
起
こ
し
、
教
師
の
指

導
や
親
の
指
導
に
対
し
て
反
発
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
よ
く
、
現
代
っ
子
は
、
無
気
力
・

無
関
心
・
無
感
動
で
あ
る
と
言
わ

れ
ま
す
が
、
こ
の
、
か
っ
と
う
場

面
の
経
験
が
少
な
く
、
甘
や
か
さ

れ
て
育
て
ら
れ
た
か
ら
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
，
日
律
的
な
行
動
選
択
を
迫
ら
れ

る
場
面
は
、
学
校
生
活
の
中
に
も

数
多
く
あ
り
ま
す
。
適
切
な
指
導

に
よ
っ
て
、
自
己
抑
制
力
を
つ
け

た
い
も
の
で
す
。

　
　
「
あ
り
が
と
う
」
を

　
　
　
自
然
に
言
え
る
』

　
　
　
　
　
　
　
子
供
に

　
人
と
人
と
の
か
か
わ
り
の
中
で

は
、
感
謝
と
信
頼
の
心
が
大
切
で

す
。
最
近
、
日
本
人
の
心
の
中
か

ら
最
も
薄
く
な
っ
た
も
の
は
．
感

謝
の
心
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘

も
あ
り
ま
す
．

　
人
間
関
係
を
好
ま
し
く
保
っ
た

め
に
は
、
ま
ず
「
あ
り
が
と
う
」

が
無
理
な
く
自
然
に
言
え
る
よ
う

に
し
、
そ
れ
が
で
き
れ
ば
「
は
い
」

も
素
直
に
出
て
く
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　
最
近
各
地
の
オ
ア
シ
ス
運
動
と

し
て
、
こ
の
こ
と
が
取
り
あ
げ
ら

れ

実
践
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の

教
育
は
信
頼
関
係
が
基
本

た
め
で
す
．

　
「
あ
り
が
と
う
」
や
「
は
い
」

を
白
然
に
言
え
る
よ
う
な
子
供
た

ち
罷
し
、
好
ま
し
い
人
間
関
係
が

保
て
る
よ
う
に
し
て
や
る
た
め
に
、

強
制
の
段
階
が
あ
る
程
度
必
要
で

あ
り
、
こ
の
強
制
の
段
階
を
通
る

こ
と
で
、
『
人
が
人
と
な
り
社
会
生

活
へ
の
適
応
力
の
基
盤
が
形
づ
く

ら
れ
る
と
考
え
て
よ
い
と
思
い
ま

す
。

指
導
者
は
粘
り
と
根
気
で

　
教
育
は
信
頼
関
係
が
基
．
本
で
あ

り
、
信
頼
関
係
が
な
か
っ
た
ら
教

育
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
な
か
で

も
基
。
本
的
生
活
習
慣
育
成
の
指
導

は
｝
般
的
に
言
っ
て
、
ど
う
し
て

も
　
弥
卸
と
い
う
形
を
と
ら
ざ
る

を
得
な
い
場
面
が
多
く
な
る
も
の

で
す
か
ら
、
指
導
者
と
子
供
と
の

問
に
不
信
が
存
在
し
た
ら
、
基
本

的
生
活
翌
慣
の
指
導
は
で
き
ま
せ

ん
。　
信
頼
が
な
い
と
子
供
の
気
持
ち

の
中
に
、
大
人
か
ら
の
指
導
を
受

け
入
れ
る
余
地
は
な
く
、
反
発
・

反
抗
の
み
が
あ
っ
て
、
理
解
や
納

得
は
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
基
．
本
的
生
活
習
慣
の
指

導
に
は
、
期
待
期
間
が
存
在
し
ま

す
。
子
供
は
か
ず
か
ず
の
失
敗
を

垂．

ね
な
が
ら
、
試
行
錯
誤
を
繰
り

返
し
、
や
が
て
習
慣
化
で
き
、
そ

れ
と
と
も
に
心
情
を
育
て
て
い
く

の
で
す
。
当
然
、
指
導
者
の
粘
り

強
さ
や
根
気
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
粘
り
や
根
気
の
源
と
な
る

愛
情
が
、
深
け
れ
ば
深
い
ほ
ど
信

刺
は
い
っ
そ
う
強
ま
り
、
信
頼
が

深
ま
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
基
本
生

活
習
慣
の
指
導
が
徹
底
し
ま
す
。

　
ま
た
、
基
本
生
活
翌
慣
の
指
導

が
行
き
届
い
て
い
れ
ば
、
逆
に
信

頼
も
深
ま
る
と
い
う
関
係
も
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

登記簿の謄・抄本手数料

7月1日から
　　　「登記印紙」に

売
買
な
ど
の
所
有
権
移
転
登
記
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
「
収
入
印
紙
」

　
七
月
か
ら
登
記
所
の
経
理
が
特

別
会
計
と
な
り
、
不
動
産
登
記
簿

や
商
業
・
法
人
登
記
簿
等
の
謄
抄

本
交
付
、
閲
覧
、
記
名
等
の
申
請

手
数
料
が
従
来
の
「
収
入
印
紙
」

で
は
な
く
「
登
記
印
紙
」
に
よ
っ

て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
の
登
記
印
紙
は
、
登
記
簿
の

謄
抄
本
の
手
数
料
等
を
納
付
す
る

場
合
だ
け
に
使
用
す
る
も
の
で
あ

り
、
売
買
や
相
続
等
に
よ
る
所
有

権
移
転
、
抵
当
権
設
定
、
会
社
の

設
立
、
取
締
役
等
の
変
更
登
記
な

ど
の
登
録
免
許
税
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
収
入
印
紙
で
納
付
し
ま
す
。

　
な
お
、
登
記
印
紙
は
七
月
｝
日

か
ら
郵
便
局
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

　
登
記
簿
の
謄
本
、
抄
本
等
の
手

数
料
額
は
、
七
月
｝
日
か
ら
次
の

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
す
。

▽
登
記
簿
の
謄
本
・
抄
本

　
一
通
　
　
　
　
　
四
〇
〇
円

轟
磁
購
饗
）

▽
登
記
簿
の
閲
覧

　
一
不
動
産
　
　
　
　
二
〇
〇
円

▽
登
記
事
項
の
証
明

　
一
件
　
　
　
　
　
一
一
〇
〇
円

▽
印
鑑
証
明

、
一
件
　
　
　
　
土
O
O
円

※
詳
細
は
新
潟
地
方
法
務
局
松
代

　
出
張
所
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

872日日日109
日日

14
日

28　26　25　18　17　15
日　日　日　日　日　日

老
人
ク
ラ
ブ
会
議

母
子
福
祉
会

心
障
者
親
の
会

地
す
べ
り
対
策
事
業
打
合

せ
会
観
光
協
会
総
会

民
生
委
員
会

聴
覚
相
談
会

郡
町
村
教
育
委
員
連
絡
協

議
会
総
会

畜
産
会
議

タ
バ
コ
指
導
会
・
総
代
会

温
泉
ま
つ
り
（
1
9
日
ま
で
）

臨
時
議
会

探
鳥
会

森
林
組
合
総
代
会

30
日
　
建
設
委
員
会
（
6
月
1
日
ま
で

口
圏
囲
一

　
6
月

16
日
　
松
之
山
地
区
体
育
大
会

23
日
　
消
防
一
日
訓
練

30

日
　
浦
田
・
三
省
・
上
布
川
・

　
　
　
松
里
地
区
体
育
大
会

　
7
月

7
日
　
下
布
川
地
区
体
育
大
会

10
日
　
町
消
防
大
会

28
日
　
町
民
体
育
大
会
（
雨
天
の

　
　
　
と
き
は
8
月
4
日
ン

　
8
月

14
日
　
成
人
式

　
田
月

10

日
　
駅
伝
大
会
■

19

日
　
郡
美
術
展
（
牧
村
幻
日
ま
で
）

26
日
　
町
美
術
展
・
芸
能
祭

27
日
　
農
業
祭
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おおぐま座

一
愈

・
今
月
の
星
座
・ん憾▽鑓

6月初旬には、午後10時ごろ
北西の方向に見えます



ー
R
i

まつのやま（”

健康はみ勧なの財産

轟誤ようノ

　
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康
で

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
に
、

町
教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
も
「
さ

わ
や
か
早
朝
体
操
」
と
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
体
操
百
日
運
動
」
を
姶
め
た
。

　
さ
わ
や
か
早
朝
体
操
は
、
五
月

二
十
六
日
か
ら
七
月
二
十
一
日
ま

で
の
日
曜
の
朝
各
地
区
で
ラ
ジ
オ

体
操
が
行
わ
れ
る
も
の
で
、
六
回

以
上
の
参
加
者
に
は
、
認
定
証
と

記
念
品
が
お
く
ら
れ
る
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
体
操
百
日
運
動
は

家
族
で
ラ
ジ
オ
体
操
、
ジ
ョ
ギ
ン

グ
な
ど
で
汗
ば
む
程
度
の
全
身
運

動
を
し
た
日
を
一
日
と
し
、
百
日

に
挑
戦
す
る
も
の
。
達
成
者
に
は
、

県
か
ら
認
定
証
、
町
か
ら
記
念
品

が
お
く
ら
れ
る
．

　
健
康
は
み
ん
な
の
財
産
、
ス
ポ

ー
ツ
行
事
に
は
、
家
族
み
ん
な
で

参
加
し
ま
し
ょ
う
。
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6
月
2
4
日
～
2
8
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
検
診

　
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
の
五
日
間
、
町
民
体
育
館
で

「
総
合
検
診
」
が
行
わ
れ
ま
す
。

対
象
者
は
全
貝
受
診
し
て
、
自
分

の
健
康
を
確
か
め
て
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、
脳
卒
中
に
変
っ
て
ガ
ン

が
死
亡
原
因
の
第
一
位
に
な
っ
て

お
り
、
町
で
も
ガ
ン
で
亡
く
な
る

人
が
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

年
新
た
に
肺
ガ
ン
検
診
が
加
わ
り

ま
し
た
。
タ
バ
コ
を
吸
う
人
、
セ

キ
、
タ
ン
、
胸
痛
な
ど
の
症
状
が

あ
る
人
は
必
ず
受
診
し
て
く
た
さ

い
。　

検
診
項
目
は
、
循
環
器
・
結
核
・

胃
ガ
ン
・
子
宮
ガ
ン
・
肺
ガ
ン
の

五
項
目
．

　
検
診
の
指
定
日
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

い
つ
で
ぢ
受
診
で
き
ま
す
．
ま
た
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
運
転
し
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
の
保
健

衛
生
係
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

午剛の。 午後の部 対象者

循環器検診 8：30～11：00 1：00～3：00 40歳以上及び出
稼者で職場等で

検診を受けられ

ない入
結核検診 8：30～11：00 1：00～3：00

胃ガン検診 6：30～10：00 1：00～2＝30 40歳以上の希望
者ならどなたで
も肺ガン検診 8二30～11：00 1＝00～’3：00

子宮ガン検診 1：00～2：30
30歳以上の希望
者ならどなたで

も

▽
振
第
一
号
　
山
村
林
構
改
善

　
休
養
施
設
（
大
厳
寺
高
原
）

　
高
橋
組
　
　
七
、
二
〇
〇
万
円

▽
振
第
二
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
中
原
・
大
厳
寺
線
（
浦
田
）

　
福
田
道
路
　
一
、
〇
六
〇
万
円

▽
振
三
号
　
林
道
舗
装
工
事

　
小
沢
・
東
山
線
（
東
山
）

上
越
舗
道

▽
建
第
三
号

巳
之
下
線

福
田
道
路

▽
建
第
四
号

藤
原
・
松
之
山
線

福
田
道
路

▽
建
第
五
号

　
　
七
九
〇
万
円

舗
装
（
湯
山
）

　
　
四
〇
〇
灯

一
、
O
八
○
万
円

舗
装
（
黒
倉
）

　
　
　
四
六
〇
レ
川

一
、
二
〇
〇
万
円

舗
装
（
北
浦
田
）

6
月
1
日
～
7
日

水
　
道
　
週

6
月
－
日
－
30
日

△
河
川
・
海
岸
愛
瞳
月
聞

　
西
之
前
・
北
浦
田
線
四
三
四
灯

　
福
田
道
路
　
一
、
〇
六
〇
万
円

▽
建
第
六
号
　
改
良
（
田
麦
立
）

　
崩
田
・
田
麦
立
線
　
七
二
六
灯

　
飯
塚
建
設
　
三
、
九
五
〇
万
円

▽
建
第
七
号
　
改
良
（
大
荒
戸
）

　
大
荒
戸
・
松
代
線
　
五
七
〇
麿

　
高
橋
組
　
　
二
、
○
○
○
万
円

▽
建
第
八
号
　
改
良
（
坪
野
）

　
坪
野
・
赤
倉
線
　
　
　
一
〇
〇
灯

　
大
海
組
　
　
　
　
七
〇
〇
万
円

▽
建
第
九
号
　
舗
装
（
小
谷
）

　
三
省
校
．
大
荒
戸
　
二
〇
〇
灯

　
福
P
L
路
　
　
　
五
九
〇
万
円

▽
産
第
三
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
農
地
保
全
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
四
〇
〇
万
円

▽
産
第
四
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

▽
産
第
五
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
農
地
保
全
（
水
梨
）

　
高
橋
組
　
　
一
、
O
八
○
万
円

▽
産
第
六
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
道
路
復
旧
（
水
梨
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
　
六
〇
万
円

▽
産
第
七
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
湯
之
島
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
二
一
〇
万
円

▽
産
第
八
号
　
団
体
営
地
す
べ
り

　
狐
塚
ホ
場
整
備
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
　
　
四
六
〇
万
円

▽
産
第
九
号
　
団
体
営
地
す
べ
り

　
狐
塚
ホ
場
整
備
（
天
水
越
）

　
高
橋
組
　
　
二
、
七
六
〇
万
円

▽
産
第
十
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
田
麦
立
）

　
飯
塚
建
設
　
　
　
三
〇
五
万
円

▽
産
第
十
一
号
　
耕
地
災
害
復
旧

　
水
路
復
旧
（
中
立
山
）

　
大
海
組
　
　
　
　
一
三
〇
万
円

▽
産
第
十
四
号
　
農
村
基
盤
総
合

　
整
備
、
湯
之
島
ホ
場
整
備

　
飯
塚
建
設
　
　
　
一
二
〇
万
円

螺
欝轡


